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巻頭言

副会長　中上　康次
（公社）広島県診療放射線技師会

先日、検査を終えた患者さまから「診療放射線技
師さんって良い仕事ですね」と言われました。その
患者さまにとって、診療放射線技師とは病気の原因
を見つけたり、ケガの度合いを調べたりで、それは
直接、人のために役に立つ仕事だという認識で、モ
ノを売ったり、運んだり、作ったりするのとは違う
のだそうです。　

もちろん、仕事に対する考え方は人それぞれで、
製造業や販売業、物流などもそれぞれ大切で良い仕
事です。ですが、診療放射線技師という仕事をその
ように評価して頂ける方がおられるというのはとて
も嬉しいことです。

特に最近は診療放射線技師という職種が社会的に
も認識され、評価されることが多くなってきたよう
に感じます。

診療放射線技師で衆議院議員であるあぜもと将吾
代議士の活躍で、国会や国政委員会でも診療放射線
技師の名が出るようになりました。そのおかげで多
くの国会議員の方々に診療放射線技師という職種を
認識していただくようになり、内閣総理大臣、岸田
文雄先生までもが診療放射線技師という名前を公の
場で何度も口にされています。私の知る限り、今ま
で内閣総理大臣の口から「診療放射線技師」という
名前が出ることはありませんでした。

メディアの影響も大いにあると思います。ドラマ・
映画ラジエーションハウスのヒットにより、一般の
方々にも、診療放射線技師という職種がどういうも
ので、どのような仕事をしているかが、認識してい
ただけるようになりました。患者さまからも ｢ラジ
エーションハウスの人ですね｣ と声をかけられたこ
とがあります。養成学校の先生から入学希望者が増
えたとも聞いています。非常に喜ばしいことです。

ただ、社会的な認識や評価が増すということは同
時に社会に対して責任が増すということにもなりま
す。

もちろん、以前からも我々の仕事は直接人の生死
に関わるもので、責任のある業務であったとは思い
ます。しかし、近年は医師からのタスクシフト/シェ
アにより、業務が拡大され、以前にも増して責任を
問われる業務が増えてまいりました。

平成26年と令和 ３ 年に行われた業務拡大で、今ま
で正式に認められてなかった業務や新たな業務が出
来るようになり、それに伴う統一講習会や厚生労働
省告示第27３号研修も活発に行われております。研
修を修了して資格更新される方も確実に増えており
ます。

実際に静脈ルート確保やカテーテル挿入など拡大
された業務を実施されている施設も増えて参りまし
た。

さらに、加えて今年 2 月にはSTAT画像報告のガ
イドラインが報告され、診療放射線技師の読影力も
求められるようになってきました。今後も、診療放
射線技師の技術・知識は社会から求められ、業務も
ますます拡大していくことでしょう。

我々は、これからも社会から求められる業務に責
任を持って応え、患者さまから「診療放射線技師さ
んって良い仕事ですね」と言われ続けるよう、がん
ばりましょう。

診療放射線技師という仕事
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会　告

（公社）広島県診療放射線技師会

令和 ６年度第 １回研修会開催のご案内

公益社団法人　広島県診療放射線技師会
会長　木口　雅夫

謹啓　向暑の候 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より本会の事業に対しまして、ご理解とご支援を賜り心から感謝を申し上げます。
　この度、令和 ６年度（公社）広島県診療放射線技師会第 １回研修会を開催いたします。
　今回開催する研修会は新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐための対策を行いながら開催し
ますが、今後の感染状況や社会情勢等により開催を見送る可能性もありますので予めご了承く
ださい。研修会では事前に参加人数を把握するため事前の参加登録をお願いいたします。開催
形式は、会場とWeb配信によるハイブリッド開催を予定しております。
　ご多忙中とは存じますが、ご参加いただきますようお願い申し上げます。
 謹白

記

開催日時：令和 ６年 ６月１６日（日）１3：20
開催場所：広島大学病院 臨床管理棟 3階 大会議室
内　　容
総合司会　済生会広島病院　光本　勢人
１3：20 - １3：25　開会挨拶　広島県診療放射線技師会 会長　木口　雅夫
１3：25 - １4：１0　座長　広島市立北部医療センター 安佐市民病院　本城　圭祐
「整形外科領域のＸ線撮影〜イレギュラーな撮影対応について〜」　
　　　　　浜脇整形外科病院　放射線科　二本松　翔太　先生
１4：１0 - １5：00　座長　福山市民病院　三村　尚輝
「タスクシフトで私たちの価値を上げてみませんか？〜もうスイッチマンだなんて言わせない〜」
　　　　　藤田医科大学病院 放射線部　塚本　一輝　先生
１5：00 - １5：１0　休　憩
１5：１0 - １６：00　座長　JA広島総合病院　山口　裕之
「押さえておきたい死後画像診断のキホン」　
　　　　　広島大学病院 放射線診断科　東堀　遥　先生
会場定員：50名（定員に達した時点でWeb参加となります）
参 加 費：無料（非会員は１，000円）
申込方法：下記URLまたは二次元コードからPeatixにアクセスして事前参加登録をお願いします。
　　　　　Web視聴による参加も申込みが必要です。
https://peatix.com/event/39１3589/view
申込締切：令和 ６年 ６月１5日（土）
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会　告

令和 ５年度定時総会開催のお知らせ
公益社団法人　広島県診療放射線技師会

会長　木口　雅夫

謹啓　初夏の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　公益社団法人広島県診療放射線技師会定款に基づき下記の通り定時総会を開催したします。
なお、会場参加できない会員の皆様は、委任状にてご参加下さいますようお願いたします。会
場参加を希望される方は、会場参加人数確認のため第 １回研修会参加フォームから事前登録を
お願いします。
　総会議案はRT Journal No.６１または、広島県診療放射線技師会ホームページでご確認下さい。
総会へのご意見・ご質問は、本会ホームページの「メールでのお問い合わせ」にご記載下さい。
なお、当日Web配信も予定しています。

日　　時：令和 ６年 ６月１６日（日）１６時１5分～１7時00分
場　　所：広島大学病院 臨床管理棟 3階 大会議室（広島市南区霞 １ - 2 - 3 ）
議　　事
　 １）令和 5 年度事業報告
　 2 ）令和 5 年度庶務報告
　 3 ）令和 5 年度監査報告
　 4 ）審議事項
　　　　諸規定改正
　　　　会費等納入規程／大学院進学による会費減免款
　 5 ）令和 ６年度事業計画
　 ６）令和 ６年度予算計画

表　　彰
　・石井賞　
　・槙殿賞　
　・奨励賞　

申込方法： 下記URL（第 １ 回研修会参加フォーム）Peatixにアクセスして事前参加登録をお願
いします。

https://peatix.com/event/39１3589/view
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告示研修（実技研修）広島県開催のお知らせ
公益社団法人広島県診療放射線技師会

会長　木口　雅夫

　本県で ６月29日（土）、30日（日）に告示研修（実技研修）を開催します。受講対象者は、告示
研修（基礎研修）を受講されてWeb上の確認試験に合格された方です。JARTISの【イベント
参加のお申込み】より申し込み下さい。なお、20１5統一講習会受講済みの方は先行して予約可
能です。

告示研修（実技研修）広島県
日　　時：令和 ６年 ６月29日（土）、30日（日）　 8：30受付開始　１8時終了予定
会　　場：広島大学病院臨床管理棟 3階大会議室（広島市南区霞 １− 2− 3）
定　　員：各日48名
申 込 み：JART情報システム（JARTIS）イベント参加のお申込み
・JART情報システム（JARTIS）
https://jart.my.site.com/

※ 今年度の告示研修（実技研修）の開催予定は下記になります。開催承認が出ましたらホーム
ページ、メールマガジンでお知らせいたします。

　令和 ６年 8 月24日（土）　広島大学病院
　令和 ６年 8 月25日（日）　広島大学病院
　令和 ６年１2月１4日（土）　広島大学病院
　令和 ６年１2月１5日（日）　広島大学病院
　令和 7年 2 月１5日（土）　広島大学病院
　令和 7年 2 月１６日（日）　広島大学病院

会　告
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会　告

診療放射線技師法改正に伴う
告示研修（基礎研修）開始のお知らせ

　令和 3年 7月3１日より、告示研修のうち基礎研修を開始しました。告示研修の受講時間は、
ｅラーニングによる基礎研修（700分）、映像・手技による実技研修（385分）になります。「診療
放射線技師 告示研修 受講申込みの流れ」をご確認の上、JART情報システム（JARTIS）から
申込みをお願いします。本県で行う実技研修は、準備が整い次第お知らせいたします。

・JART告示研修 受講申込みの流れ（PDF）
　http://www.jart.jp/activity/ib0rgt0000006z70-att/kokuji_mousikomi_nagare_20210728.pdf
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会　告

診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー開催のご案内
公益社団法人　日本診療放射線技師会

会長　上田　克彦
　　公益社団法人　広島県診療放射線技師会

会長　木口　雅夫

謹啓　盛夏の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より本会の事業に対しまして、ご理解とご支援を賜りましてありがとうございます。
　さて、公益社団法人 日本診療放射線技師会と公益社団法人 広島県診療放射線技師会は、共
同して新人診療放射線技師を対象とした「フレッシャーズセミナー」を開催することとなりま
した。このセミナーの特徴は、医療者として必要な医療安全学、医療感染学、エチケット・マ
ナーを学ぶだけではなく、診療に対応できる新人診療放射線技師として知っておくべき基礎知
識の習得を目的として開催いたします。
　貴施設に入職された新人～数年目の診療放射線技師がいらっしゃいましたら、本会にぜひご
参加いただきますようお願い申し上げます。
 謹白

記

日　　時：令和 ６年 8月１8日（日）１3時00分～１7時１0分
場　　所：広島大学病院 臨床管理棟 3階 大会議室
対　　象：新規～勤務数年の診療放射線技師
　　　　　（日本診療放射線技師会の加入・未加入は問いません）
受 講 料：無　料
申込方法：詳細は後日ホームページ等でお知らせします。
申込締切：令和 ６年 8月１5日（木）
講義内容：患者さんに伝わる話し方
　　　　　みんなで考える感染対策とは
　　　　　医療安全は誰のもの？
　　　　　胸部単純撮影を総復習しよう
　　　　　体で覚える気管支解剖
　　　　　CTにおける被ばく低減技術
　　　　　当直で役に立つ救急CTを学ぼう
　　　　　技師会って何のためにあるの
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広　報

（公社）広島県診療放射線技師会
広報よりお知らせ

（公社）広島県診療放射線技師会　広報担当理事
横町　和志・今井　康介

　日頃より（公社）広島県診療放射線技師会の活動にご協力いただきありがとうございます。
　広島県診療放射線技師会では、会員の皆様へ多くの情報を発信するためホームページやメールマガジンさ
らにはSNSなどを活用しております。今回、簡単ではございますがそれらの紹介をさせていただきます。

【公式ホームページについて】
　「会員の方」に対しては、広島県内を中心に行われる学術・研修会の案内や会員の入退会に関する注意事
項や手法、さらには広島県診療放射線技師会に寄せられた求人情報まで掲載しております。最新情報には、
今後行われるイベントがTOPICSとして掲載されており、月に数回更新しております。また、Googleカレン
ダーによるイベントの一覧表示やご自身のGoogleカレンダーへの追加も可能です。魅力たっぷりの広島県診
療放射線技師会ホームページをぜひご活用ください。

【メールマガジン配信について】
　メールマガジンは、原則月に １回配信をしています。内容は、日本診療放射線技師会、広島県診療放射線
技師会、広島県・厚生労働省から発信される情報提供になります。主にはホームページ掲載の学術・研修会
などとなりますが、現在行われている告示研修の開催予定や会員の皆様に有益と思われる情報の発信も多数
含まれています。重要な研修会等は臨時メールマガジンとしてリマインドしております。ホームページを頻
回に訪れていただきたいですが、それは手間と思われる方は、メールマガジンをご登録いただきご興味のあ
る内容があればホームページで確認してもらえればと思います。

【SNS（Facebook）発信について】
　SNSでの情報発信は、Facebookに広島県診療放射線技師会公式ページを作成し、研修会の模様や案内状、
理事会の模様などさまざまな情報を発信しております。ホームページやメールマガジンと違い写真付きで情
報を見ることができます。
　メールマガジンとSNSは、ホームページ最下部よりお申込みいただけますのでご利用ください。

　最後に、広島県診療放射線技師会では会員の皆様へより多くの情報提供を行っていきたいと思っておりま
す。「もっと○○が知りたい」、「もっと○○に関して詳細な情報が欲しい」などご要望がございましたら、ホー
ムページ上部の「お問い合わせ」よりご連絡ください。多くの皆様に有益な広島県診療放射線技師会となる
よう理事一同これからも頑張って参りますので、今後ともご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

メールマガジン登録 公式Facebookページ
（ログイン必要）
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設紹施 介
医療法人社団啓卯会 村上記念病院

◎はじめに
　当院は尾道市の西部地区に位置し、１9６2年１１月
に村上胃腸内科医院として開業しました。その後、
１9６8年に村上胃腸病院を開設、１988年に医療法人
啓卯会 村上記念病院へ名称を変更、内科専門病
院として尾三地区の医療の一端を担っております。
20１9年には建物の老朽化に伴い全面改築工事を開
始。2023年 3 月にすべての工事が完了し、新しい
建屋へと生まれ変わりました。新病院ではほとん
どの病室が個室となり、部屋からは瀬戸内海の風
光明媚な景色を眺めることができます。また、設
計のテーマが“ホテルのような病院”をコンセプ
トに作られており、病院としての機能性を担保し
つつもどこかホテルライクなデザイン性豊かな建
築が施されています。

◎概要
名　称：医療法人社団啓卯会　村上記念病院
郵　便：722-00１4
住　所：広島県尾道市新浜 １丁目１4-2６
電　話：0848-22-3１3１
病　床：52床（急性期 9床、地域包括43床）
職員数：総スタッフ数１25人（2023年度）
　　　　診療部門23人
　　　　看護部門3６人
　　　　医療技術部門28人
　　　　（内 放射線技師 3人）
　　　　薬剤部門 4人
　　　　看護補助部門１5人
　　　　事務部門１9人

放射線室　大原　進也

病室からの眺望

４ ～ ６ F 病棟廊下

１ F 受付
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◎放射線室の紹介
　放射線室は放射線技師 3名で構成されている院
内で １番小さな組織になります。元々は単独の部
署でしたが、2022年から臨床検査室（臨床検査技
師 ６名）と併せて検査部という組織になり、お互
い部署の垣根を越えて臨床検査技師もMRIを、放
射線技師もUSを施行しているのが特徴です。

１ F 放射線待合廊下

　また、病院の建替えに合わせて2022年よりマン
モグラフィを新規導入しております。女性技師 2
名で対応しているのですが、その内 １名が検診マ
ンモグラフィ撮影認定技師を昨年取得しました。
より良い健診が受けられるよう現在もう １名も鋭
意研鑽を積んでいるところです。

マンモグラフィの様子

　放射線室ではICTにも力を入れており、遠隔読
影システム、クラウド型PACS、CT/MRIインター
ネット予約システム、AIによる胸部XP画像診断
支援システムなどを導入しております。特にAI
の導入はまだ出始めの頃であったため、使用経験
について新聞社やネット企業から取材を受けるな
ど、反響が大きかったのを覚えております。

AI画像診断支援　実際の胸部XP

◎放射線関連機器紹介
◇X線撮影装置
　・RadnextSX（富士フイルムヘルスケア）
◇回診用X線撮影装置
　・IMC-１25（キヤノンメディカルシステムズ）
◇X線透視装置
　・Populus So（日立メディコ）
◇CT装置
　・Optima CT６６0Pro Advance（GEヘルスケア）
◇MRI装置
　・SIGNA Creator E（GEヘルスケア）
◇乳房撮影装置
　・FDR MS-3500 [AMULET Innovality]
（富士フイルム）
◇クラウド型PACS
　・NOBORI（PSP）
◇遠隔読影システム
　・ホスピネット（セコム医療システム）
◇胸部XP画像診断支援AIシステム
　・EIRL Chest Nodule（エルピクセル）
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エコー塾報告

　令和 ５ 年11月16日（木）に広島はくしま病院（旧
広島逓信病院）にて開催されたエコー塾に参加し
ました。十数名が参加されており「胆のう・総胆
管（以下、胆管）」をテーマに、スライド講義お
よびハンズオンを行いました。
　まず胆管について広島はくしま病院　松原進先
生にご教授いただきました。胆管は肋弓下より門
脈腹側に位置する胆管の始まりを見つけたら、
逆Ｃの字になるよう右下外側にカーブしながら
ファーター乳頭まで追います。ファーター乳頭ま
で追う必要があるのは胆管が拡張していた場合で
す。胆管拡張は胆のう・膵臓疾患の他、十二指腸
憩室も拡張の原因となり得ることがあるそうで
す。少し調べてみると、有症状にて胆管結石の見
つかる患者の約半数は十二指腸憩室を併発してい
るそうです。　
　次に胆のうについて吉島病院　石橋太志先生に
ご教授いただきました。胆のうの描出はアーチ
ファクトの影響を受けやすく、特に腹壁からの多
重反射は底部の観察がし難くなるため注意が必要
となります。対策として参考書でよく目にする入
射角度を変える・圧迫する強さを変えるといった
ものの他、プローブを変更するのも一つの手段だ
そうです。また胆石など可動性のあるものはハル
トマン嚢に溜まりやすいため体位変換は右側臥位
が有効であり、鑑別が困難な場合は振動を加えて
みるのも良いそうです。
　今回、基礎的な解剖から知らなかった知識や手
技などを学び、実際にプローブを持つこともで
き、大変充実した時間を過ごすことができたと思
います。そして、改めて解剖やエコーの特性を理
解した上で検査を行うことが大事だと実感しまし
た。初心者の方も数名参加されていましたので、
プローブを持ったことがなくても興味があるとい
う方は一度参加されてみてはいかがでしょうか。
　最後になりましたが、講師を務めてくださった
松原進先生、石橋太志先生、そして会場を提供し
てくださった広島はくしま病院　放射線科の皆様
に御礼申し上げます。

　令和 ５ 年度（公社）広島県診療放射線技師会 
エコーハンズオン研修会 エコー塾が、広島はく
しま病院にて開催されました。プローブを握った
こともないエコー検査未経験者の私は、今回ハン
ズオン研修会ということで不安を抱えた中で参加
させていただきました。研修会が始まると、初心
者の私に講師の先生や参加者の皆様方が、プロー
ブの持ち方から機器の取り扱い方など丁寧に教え
て下さいました。今回の研修会では主に胆嚢・胆
管に部位を絞り、吉島病院 放射線科 石橋 太志先
生により講演 1 「胆嚢エコーの基礎とハンズオ
ン」、広島はくしま病院 放射線科 松原 進先生に
より講演 2「肝外胆管エコーの基礎とハンズオン」
の大変解りやすいご講義を頂きました。講師の先
生方には、アーチファクト発生時の対処法・目的
部位へのアプローチ方法等の解説を頂くだけでな
く、実際にプローブに手を添えてもらい標的部位
を観察するという成功体験を積ませて頂き、大変
有意義な研修会となりました。今回ハンズオン研
修会を通して、エコー検査は術者の技術・知識に
よって検査精度が左右される大変難易度の高い検
査だと痛感しました。当機構でも、今後腹部超音
波検査を放射線技師も担うことが想定されるた
め、撮影技術や読影のための基礎的な知識の習得
に励む必要があるのではないかと考えています。
今回研修会に参加し、実際にエコー検査を実施す
ることができ、非常に良い経験となりました、あ
りがとうございまし
た。今後も機会があれ
ばこのような研修会に
参加していきたいと思
います。

公益財団法人 広島県地域保健医療推進機構
放射線課　島田　堅介

広島平和クリニック

　山根　梓
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マネジメント研修会 報告

　１１月25日に広島市立広島市民病院で管理者（技
師長、副技師長、主任等）を対象としたマネジメ
ント研修会に参加しました。コロナ感染も第 5類
に引き下げられたため、現地のみの開催で、37名
が参加されました。
　最初の講演では「ＣＴで取り組む経営改善～健
診カルシウムスコアと読影補助」という演題で済
生会広島病院 光本 勢人先生にお話いただきまし
た。カルシウムスコアは心臓を栄養する動脈であ
る冠動脈の石灰化を測定するCT検査で、低被ば
くかつ造影剤を使わない、比較的簡便な検査とさ
れています。また、放射線科専門医によるレポー
トが作成されないため、技師による読影補助によ
り肺がん疑いを検出し、健診の医師へ情報提供を
したとの事例報告もされていました。通常診療の
合間に行っているため、検査件数はさほど多くで
きないようですが、技師の立場から経営側に向け
て経営改善の提案をされていることは大変勉強に
なりました。聴講した我々も何かできることがあ
るのかを考えるきっかけになればよいと思います。
　次に「医療の現場から事務部門への転籍 ～労
務管理で現場を支える～」の演題で、世羅中央
病院企業団 草井 昭紀先生に、お話いただきまし
た。先生は週に １コマ、診療放射線技師としての
業務を続けながら、人事課長として労務管理に取
り組まれていました。
　自身のプロフィールの紹介で労働組合の活動の
お話をされましたが、その経験が事務部門への転
職に大きく生かされたのではないかと感じまし
た。講演の中で労務関係の法令をはじめとする
様々な知識の習得の苦労を話されました。近年、

労働衛生環境が重視されますが、特にメンタルヘ
ルスに関する相談も多いそうです。また、セクハ
ラ・パワハラなどハラスメント対応にも追われる
ことがあり人事課特有のご苦労をよく理解できま
した。最後にこれから労働人口の減少が問題にな
ることについても話され、人材育成に力をいれ適
材適所の人員配置を行い離職の少ない職場を構築
することが今後の病院経営には寛容であると締め
くくられました。
　最後は岡崎市民病院 阪野 寛之 先生に「診療放
射線技師ができる医療経営貢献～画像診断管理加
算と医療材料費に関する取り組みより～」という
演題で、画像診断管理加算と医療材料費に関する
取り組みにより医療経営貢献をされたとのお話し
いただきました。画像診断管理加算では １と 2の
診療報酬の差は１１0点／件と大きいが、診断専門
医の負荷（撮影日の翌診療日までに 8割以上の読
影結果を主治医へ報告する義務）はかなり大きい
ものがある。そこで、画像診断管理加算 １のまま
で収入増を目指して今まで未読影だった領域（主
治医が読影していた）を読影することで画像診断
管理加算 １の読影件数を増加されたとの報告は大
変勉強になりました。また、その提案が診断医か
ら出されたものと聞き、医師にまで医療経営改善
に対する考えが浸透していることに感銘を受けま
した。私自身も医療経営貢献のためには医師の意
識改革が必須で、病院全体としての取り組みが重
要と考えています。
　最後に、このマネジメント研修会を通して、皆
様に経営改善や労務管理について考えるきっかけ
となれば幸いです。

広島がん高精度放射線治療センター
理事　山田　聖

草井先生 阪野先生光本理事 研修会の様子
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霞クリニック
上田　英弘

　2023年１１月25日に広島市立広島市民病院講堂で
行われた（公社）広島県診療放射線技師会主催の
マネジメント研修会に参加し、多岐にわたる価値
ある内容を学びました。
　今年度はオンサイト形式での開催となり、さら
には情報交換会も開催され、他施設の管理者との
対面による情報交換が行えたことは特筆すべきで
した。
　具体的な研修内容として、「CTで取り組む経営
改善」では、既存のCT装置を活用して利益収益
を得ることや、STAT画像を含む読影補助による
経営面での有用性が示唆されます。読影補助につ
いて考えると、個人としてのスキルが必要となる
ため、個人差があるため柔軟な教育が非常に重要
であると認識します。
　「医療の現場から事務部門への転籍」では、医
療職のスタッフは日常業務を当たり前のように
行っていますが、その環境を作ってくれている事
務職業務を知ることができました。職員の給与か
ら勤務体系、人事などの業務内容の紹介から、現
場スタッフとして留意することが多く、改めて自
施設の働き方を見直す必要があると考えます。
　「診療放射線技師ができる医療経営貢献」で
は、画像管理加算による増収と医療材料に注目し
た病院経営への関わりに関する内容でした。画像
管理加算に関しては、全ての施設で算定できるも
のではありませんが、診療報酬を含む医業の収入
内訳を知ることは、日常業務の重要性を理解する
一つの手段となります。
　放射線領域で使用する医療材料の種類は少ない
とはいえ、使用頻度の高いものです。代替品の検
討や価格交渉は、診療報酬が低下する中で必要と
なります。
　本研修会は、診療放射線技師としてのスキル向
上だけでなく、経営に関する新たな視点を獲得
し、同時に他施設との連携や情報交換の場となり
ました。これらを踏まえ、今後はより柔軟かつ効
果的な指導方法を模索し、自施設の働き方や経営
への貢献を見直していく必要があると考えます。

マツダ病院
井隈　美鶴

「CTで取組む経営改善 ～健診カルシウムスコア
と読影補助～」
　冠動脈健診カルシウムスコア健診のシステムと
その立ち上げ、CTにおける読影補助や技師教育
について解説して頂きました。カルシウムスコア
健診については当院でも実践が可能か検討し企画
提案しようと考えています。また、カルシウムス
コア以外の健診等も提案できることが無いか情報
収集の必要性を感じました。日々の業務における
技師教育、事例展開方法も非常に参考になりまし
た。
「医療の現場から事務部門への転籍 ～労務管理
で現場を支える～」
　病院職員に対する労務管理の視点から解説して
頂きました。放射線部門の管理者には診療放射線
技師の労働時間、当直問題、被ばく管理等の知識
が必要となります。法律等に対する把握の重要性
を認識できました。
「診療放射線技師ができる医療経営貢献 ～画像
診断管理加算と医療材料費に関する取り組みよ
り～」
　診療放射線技師による病院経営への参画ついて
解説して頂きました。当院で現在使用している医
療材料についても採用理由やより最適なものは無
いか等について考えるよい機会になりました。画
像診断における保険点数についても自分が行って
いる業務がどのような加算されているのかを再確
認する機会にもなりました。
　診療放射線技師の役割については医療技術のみ
が注目されがちだと感じています。もちろんそれ
は第一優先でありますが部門運営の為には病院経
営に参画することが必須になってくると思いま
す。マネジメント研修は大変意義のある研修会で
した。次回からも参加したいと考えています。

マネジメント研修会に参加して
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令和５年度　第３回研修会報告

１ 月１3日（土）にＴＫＰガーデンシティ広島駅前
大橋で開催された令和 5年度第 3回研修会が開催
されたので報告をいたします。この研修会のプロ
グラムは一般会員による研究発表と、最近学会で
も大きく取り上げられているSTAT画像報告に関
係する 2つの特別講演でした。

研究発表はコロナ禍でしばらく開催できていな
かったため、 4年ぶりの開催となりました。演題
内容としては一般撮影、CT、MRI、放射線防護
など幅広い演題がありました。
どの演題も十分に検討がなされており広島県の

学術研究のレベルの高さを感じました。若手の放
射線技師のかたによる発表が多い印象でしたが、
緊張しながらも誠実に、堂々と発表している姿を
見ることができ、私自身とても刺激となりました。

特別講演 １ では日本診療放射線技師会 STAT
画像報告委員会 委員長の木暮先生より「STAT
画像所見報告ガイドラインの解説と今後の展望」
の講演を拝聴しました。本記事が雑誌に掲載され
るころにはSTAT画像所見報告ガイドラインが正
式に発表されていると思いますが、本ガイドライ
ンの背景や実際の運用、JARTのe-learningシス
テムなどの解説がありました。本ガイドラインの
報告すべき所見は日本医学放射線学会と共同で作
成されており、今までの診療放射線技師は技術職

広島大学病院
画像診断部門　小鷹狩　賢司

として必要最低限の被ばくで診断できる画像を提
供する最適化が主な業務でしたが、これからは画
像の所見について医師に報告すること、つまり
我々放射線技師も診療に参加することが求められ
ます。本ガイドラインを十分理解し、今後の社会
に求められる診療放射線技師になるために、より
一層の努力が必要だと感じました。

特別講演 2 では広島大学病院 放射線診断科 三
谷先生より「STAT画像報告に役立つ症例集」の
講演を拝聴しました。三谷先生は放射線診断専門
医、IVR専門医だけでなく救急専門医を取得して
おり、実際の救急現場での診療経験もお持ちの先
生で画像所見の解説だけではなく、生理学、身体
所見の解説や外傷初期診療で用いられる読影方法
FACTについて解説いただき、とても勉強になり
ました。

最後に広島県診療放射線技師会は会員のメリッ
トを優先してHybrid開催を続けておりますが、
講師の伝えたい熱量や現地でのディスカッション
はWeb参加では感じ取れないものが多くあると
研修会を通じて感じております。会員の皆様もご
興味のある演題があるときはお時間を作って、是
非とも現地での参加を検討してみてはいかがで
しょうか。

難波先生 吉富先生 吉田先生 棟居先生 光本理事

大藤先生 中上副会長 木暮先生 三谷先生
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令和５年度　第４回研修会報告

令和 ６年 2 月１0日（土）　１4：30～　脳神経セン
ター 太田記念病院 大会議室（福山市）にて、令
和 5 年度　第 4回　広島県診療放射線技師会研修
会が開催されました。

今回の研修会は会場設備の関係上、現地開催の
みとなりました。

研修会の内容は講演①では、福岡整形外科病院　
香月　伸介先生に「楽しく仕事に取り組むための
腰椎撮影イロハ」と題され、腰椎の撮影から腰椎
の治療ご講演いただき興味深い内容でした。特に
MRIのBone imageは興味深い内容で、指の骨だ
けでなく伸筋腱を綺麗に描出した 3 Dに驚きまし
た。

講演②では、浜脇整形外科病院　小村　哲也 
先生に「骨粗鬆症マネージャー爆誕～診療放射線
技師として関われること～」と題され、骨粗鬆症
マネージャーの概要から、取得後の骨粗鬆症リエ
ゾンサービスの活動状況、診療放射線技師として
関われることについての内容でした。

講演中に「診療放射線技師としての骨粗鬆症マ
ネージャーの立場は主役じゃないかもしれませ
ん…が無くてはならない存在」とおっしゃったの
が印象的で、多職種との連携が重要であるとの事
でした。

講演③では、福山市民病院 診療部 整形外科 科
長 川溿　雄大先生に「当院における大腿骨近位
部骨折に二次骨折予防～手術から骨粗鬆症治療介
入まで～」と題され、実際の症例を提示して頂
き、福山市民病院の大腿骨近位部骨折に対する手
術から二次骨折予防を目的とする骨折予防リエゾ
ンサービス（Fracture Liaison Service：FLS）の

JA尾道総合病院
理事　塚本　友勝

取り組みをご講演頂きました。福山市民病院で
は、平均待機時間は１.4日で周術期にFLSを導入
しているとの事でした。

先生のご講演の中でも、多職種の協職、連携が
重要であり、骨粗鬆症マネージャーの存在が重要
であるとの事でした。今回の講演で骨粗鬆症マ
ネージャーの重要性を知ることができ、取得にむ
けて前向きに検討したいと思いました。

本研修会は、企画会議の段階から、技師、医師
の立場からの講演を聞きたいという意見があり、
今回は整形外科領域をテーマに企画しました。

技師、医師の講演が聴けてよかったとの回答が
あり、今後も興味深い内容の企画を続けていきた
いと考えています。

会場設備の関係上Web配信できなかった為、
参加人数に不安を感じておりましたが、50名を超
える多くの方に参加いただきました。ありがとう
ございました。

川溿先生
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2023年度 診療放射線技師基礎講習（会場型）基礎技術コース
「X線CT検査」開催報告

2024年 2 月25日（日）に広島大学病院臨床管理棟
3 階大会議室にて診療放射線技師基礎講習 基礎
技術コース「X線CT検査」を開催しました。 3
連休の最終日であるにも関わらず、広島県を中心
に中四国地域、東は奈良県、西は長崎県、南は鹿
児島県から38名の参加がありました。比較的若い
方の受講が多く、CT検査に関わることが多いこ
とや関心の高いことが感じられました。会場型講
習会開催ガイドラインに基づいた会場開催では、
CTエキスパートの講師から対面にて生の声で講
義を受けることができ、多く方がメモを取りなが
ら受講され、前向きな熱意が感じられました。

講義内容は、通常のカリキュラムに沿った撮影
技術、造影関連、画質・性能評価、線量特性、 3
D画像処理、患者接遇などの基礎的な内容と、逐
次近似画像再構成、ディープラーニングを利用し
た画像再構成、Dual energy CTなどの新しい技
術についての解説に加えて、多くの臨床画像が供
覧されました。受講された方には、基本的な知識
と技術のスキルアップ、ブラッシュアップになっ
たものと考えます。明日からの診療に役立つこと
を祈念いたします。

最後に今回、講師を快く受けていただきました
先生方には、改めまして感謝申し上げます。

プログラム
「CT装置」
キヤノンメディカルシステムズ　伊藤 雄也 先生
「画像再構成法」
 倉敷中央病院　福永 正明 先生

「撮影技術 １（患者接遇・画像解剖）」
 JA広島総合病院　田丸 隆行 先生

「 撮影技術 2（基本的撮影法・CT装置を用いた
IVR）」 　広島大学病院　小鷹狩 賢司 先生

「撮影技術 3（造影剤・造影剤副作用）」
 　広島大学病院　松本 頼明 先生
「画質・性能評価・線量特性 １」
 　森ノ宮医療大学　山口 功 先生
「画質・性能評価・線量特性 2」
 　森ノ宮医療大学　山口 功 先生
「画像処理・ 3 D表示」
 　福山市民病院　三村 尚輝 先生

今年度は、診療放射線技師基礎講習 基礎技術
コース「超音波検査」を計画しております。基礎
的な内容ですので、知識と技術を学びたい方はぜ
ひ受講してみてはいかがでしょうか。

公益社団法人広島県診療放射線技師会

穐山　雄次



19

技師会誌　No.61

基礎技術コース「X線CT検査」　会場の様子

福永 正明 先生 田丸 隆行 先生 小鷹狩 賢司 先生

松本 頼明 先生 山口 功 先生 三村 尚輝 先生
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診療放射線技師法改正に伴う
告示研修（実技研修）報告

広島県では初めて2022年 2 月に診療放射線技師
法改正に伴う告示研修（以下、告示研修）を開催
し、年間 8 回のペースで通算１7回実施いたしまし
た。これまで広島県で受講された受講者数は707
名です。しかし、関東や関西からの受講者が多く
広島県内の受講者に限定すると4６６名となってし
まいます。広島県内の診療放射線技師数から考え
るとまだ多くの方が未受講であると思われます。
告示研修は厚生労働大臣が指定する義務研修であ
るため業務の有無に関係なく全員が受講する必要
性があります。現時点では2025年度には広島県で
開催される告示研修が終了となっており、終了間
際は申し込みが集中されることが予想されます。
未受講な方は申し込みが集中する前に是非受講し
ていただきたいと思っています。現在は、すぐに
予約が埋まることもなく比較的余裕を持って申し
込みができるかと思います。さらに、日曜日は比
較的空いているので余裕を持って受講できる日曜
日はおすすめです。

告示研修（実技研修）は、 １日で終了します。
午前は実技研修のための動画視聴があり、午後か
ら実技研修が行われます。実技研修は 5つの項目
に分かれて実習を行っています。①静脈路確保の
研修、②CT/RI/超音波時の注入等の研修、③動
脈路の注入等に関する研修、④下部消化管に関す
る研修、⑤上部消化管に関する研修があります。

広島県内の施設で静脈路を確保する行為を行っ
ている施設はほぼなく現実的ではないように思わ
れますが、他県では積極的に静脈穿刺を行ってい
る施設もあります。いつどのタイミングで診療放
射線技師が静脈路の確保業務が当たり前になる時
代が来るか分かりません。そのタイミングに備え
て準備する必要があります。実習の中では実際に
ファントムを用いて穿刺を行いますが、穿刺の
難しさを痛感し、「看護師さんの気持ちが分かる
なぁ」、「相当練習しないと刺せないぞ」などと様々

な声が聞かれます。患者役の受講者からも「こん
な手際の悪い人に刺して欲しくないなぁ」など患
者側に立った時の気持ちも味わうことができま
す。もちろん今回の実習だけでは穿刺を完全に習
得することは不可能ですが、一度段取りを正しく
学び、自施設に戻り反復練習を行うことで実施可
能になるのではないかと思います。

動脈路の注入等に関する研修では、清潔操作を
体験していただきます。清潔なガウンや手袋を着
用する機会もあるため、着用が初めての方は嬉し
く感じる一方で、単にガウンを着る行為や清潔を
維持することがこんなにも難しいのかと驚かれる
ことも多いです。

他にも消化管に関する研修もあり、普段の日常
業務で見てはいるけど、実際に行ったことがない
ようなことを多く経験することができます。

開催側の運営についてですが、広島県のファシ
リテーターは ６名しかおらず業務過多が課題でし
たが、今年度から広島国際大学の田村隆行さんと
広島赤十字・原爆病院の大胡文彦さんがファシリ
テーター養成講習会を受講され、 8名に増えまし
た。これによりファシリテーターの業務軽減や欠
員が生じた際の入れ替えを行うことができ、より
万全な体制で受講していただけるのはないかと思
います。また、告示研修の物品は20箱程度の物品
を毎回出し入れしています。そのため、物品の管
理や受け取りなどをしていただいている広島大学
病院の会議室等をお借りして実施しています。県
北や東部地区の方などには開催場所が遠くなって
しまいご迷惑をおかけしますが、実技研修でお待
ちしております。

最後に、これまで参加していただいた受講者を
はじめ、研修の開催にご尽力いただいたすべての
関係者に感謝を申し上げ、これから先の告示研修
開催に取り組んでまいりたいと思います。

広島市立北部医療センター安佐市民病院
告示研修ファシリテーター　本城　圭祐
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　ふないり脳クリニックに勤務されていた　本田　友輔　様が
令和 ６年 １月 4日にご逝去されました。
　安らかなるご冥福を心から祈念いたします。
 合掌

訃　報
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相互扶助の申請について

結婚、出産
結婚は会員のみの場合で、祝電及び5，000円の給付を受け取ることができます。
出産は会員の第 １子のみで、3，000円の給付を受け取ることができます。
死　亡
会員及び会員の配偶者は、弔電、花輪及び１0，000円。会員の実父母子は、弔電、及び3，000円。
災　害
一律１0，000円のお見舞いの給付があります。（被災証明書の提出が必要）

　相互扶助の申請は、支部理事経由で届出をいたします。ご自身が所属する支部の理事へ早め
に申請のご連絡をしていただくようにお願いいたします。届出期限は当該年度までです。ただ
し、やむを得ない事情により提出が遅延した場合は前年度まで受け付けます。

広島県診療放射線技師会　支部理事連絡先（令和 ６年 ６月 １日現在）

支部名 理　事 所　属 連絡先 メールアドレス

西部支部 池田　将敏 JA広島総合病院 0829−3６−3１１１ ikedamasatoshi99@gmail.com

広島中央支部
小村　哲也 医療法人社団おると会

浜脇整形外科病院 082−240−１１６６ kochari33@yahoo.co.jp

三村　明生 放射線影響研究所 082−2６１−3753 toypyan@yahoo.co.jp

北西山縣支部 冨久　　昇 日比野病院 082−848−2357 tomiq@sunny.ocn.ne.jp

南東安芸支部 光本　勢人 済生会広島病院 082−884−25６６ hart.mitsumoto@saiseikai.com

呉支部 山本　健之 呉市医師会病院 0823−22−232１ yamamoto_ken@kure.hiroshima.med.or.jp

福山支部
畑山　秀貴 公立学校共済組合

中国中央病院 084−970−2１2１ hatayama-hideki@kouritu-cch.jp

三村　尚輝 福山市民病院 084−94１−5１5１ gonnta_m_house@hotmail.com

北部支部 安井　哲士 庄原赤十字病院 08247−2−3１１１ t.yasui@shobara.jrc.or.jp

東広島支部 荒木　真悟 土肥整形外科病院 0824−22−2１5６ go-araki@qk 2 .so-net.ne.jp

尾三支部 塚本　友勝 JA尾道総合病院 0848−22−8１１１ tsuka_ja@yahoo.co.jp

会費の免除の申請について
　日本診療放射線技師会（以下JART）への申請が必要です。JART ホームページより情報シ
ステムにログインし「会費の免除を申請する」から手続きを行なってください。出産・育児・
介護・海外勤務などについて、次年度の会費が免除されます。
　翌年度（ 4 月 １日～）の免除を希望する場合は、 １月3１日までに申請を行ってください。会
費免除を希望する場合は、申請期間中にWeb申請または申請書提出により手続きを行ってく
ださい。審査に合格した場合、次年度の会費が免除されます。
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公益社団法人広島県診療放射線技師会　支部分類
No. 支　部 法　人　名 医療機関名

1

広島中央

グランドタワーメディカルコート ライフケアクリニック
2 八丁堀脳外科
3 広島中央健診所
4 医療法人土本病院
5 医療法人社団ヤマナ会 広島生活習慣病・がん健診センター幟町
6 林病院
7 中央通り乳腺検診クリニック
8 ひがき乳腺クリニック
9 医療法人社団仁鷹会 たかの橋中央病院

10 一ノ瀬病院
11 中国電力株式会社 中電病院
12 医療法人三和会 おおうち病院
13 医療法人社団おると会 浜脇整形外科病院
14 メディックス広島脳ドッククリニック
15 医療法人財団愛人会 河村内科消化器クリニック
16 おおうち総合健診所
17 医療法人健康倶楽部
18 メディックス広島健診センター
19 広島原爆障害対策協議会 健康管理・増進センター
20 医療法人社団生和会 広島中央リハビリテーション病院
21 翠清会梶川病院
22 国家公務員共済組合連合会 広島記念病院
23 国家公務員共済組合連合会 吉島病院
24 医療法人社団曙会 シムラ病院
25 藤井病院
26 地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立舟入市民病院
27 ふないり脳クリニック
28 広島平和クリニック
29 地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立広島市民病院
30 広島赤十字・原爆病院
31 一般財団法人 広島県環境保健協会
32 医療法人あかね会 土谷総合病院
33 医療法人社団生和会 広島はくしま病院
34 医療法人社団慈恵会 いまだ病院
35 炭田内科胃腸科病院
36 医療法人社団公仁会 槇殿順記念病院
37 長崎病院
38 医療法人社団光仁会 梶川病院
39 福島生協病院
40 医療法人広和会 福馬外科病院
41 大谷しょういちろう乳腺クリニック
42

南東安芸

公益財団法人 広島県地域保健医療推進機構
43 宗盛医院
44 済生会広島病院
45 太田川病院
46 広島第一病院
47 山﨑病院
48 医療法人 おかもと整形外科クリニック
49 ワカサ・リハビリ病院
50 槙坪病院
51 森整形外科
52 ＪＲ広島病院
53 広島県立 広島がん高精度放射線治療センター
54 のぞみ整形外科スタジアム前クリニック
55 あずまクリニック放射線科内科
56 医療法人社団まりも会 ヒロシマ平松病院
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No. 支　部 法　人　名 医療機関名
57

南東安芸

ひろしま駅前乳腺クリニック
58 寛田クリニック
59 医療法人 新でしお病院
60 医療法人いずみ会 藤井循環器内科
61 松田病院
62 さとう脳神経外科クリニック
63 真田病院
64 広島シーサイド病院
65 医療法人社団あやめ会 福原整形外科医院
66 広島みなとクリニック
67 大瀬戸リハビリ整形外科
68 比治山病院
69 霞クリニック
70 広島厚生病院
71 塩田病院
72 医療法人 健真会 山本整形外科病院
73 山本整形外科クリニック
74 県立広島病院
75 広島大学病院
76 府中みくまり病院
77 太田整形外科・大成呼吸器クリニック
78 マツダ株式会社マツダ病院
79 河島脳外科クリニック
80 金谷整形外科クリニック
81 南海田病院
82 医療法人かしの木会 山本整形外科病院
83 医療法人恒和会 松石病院
84 東部健診センター
85 広島市医師会運営・安芸市民病院
86 瀬野白川病院
87 医療法人せのがわ 瀬野川病院
88 医療法人 秋本クリニック
89

西部

のぞみ整形外科ヒロシマ
90 生協さえき病院
91 和光整形外科クリニック
92 医療法人崇光会 山村整形外科
93 医療法人社団誠友会 セントラルクリニック
94 ながお脳神経外科クリニック
95 養神館病院
96 石原脳神経外科病院
97 医療法人社団初仁会 桧田病院
98 医療法人社団一陽会 原田病院
99 ナカムラ病院
100 医療法人社団朋和会 西広島リハビリテーション病院
101 広島グリーンヒル病院
102 五日市記念病院
103 医療法人社団共愛会 己斐ケ丘病院
104 荒木脳神経外科病院
105 アルパーク検診クリニック
106 広島パークヒル病院
107 医療法人社団玉章会 力田病院
108 医療法人社団更生会 草津病院
109 永田クリニック
110 医療法人社団 加川整形外科病院
111 廿日市野村病院
112 かわごえクリニック
113 医療法人ハンス 宮内総合クリニック
114 医療法人あかね会 阿品土谷病院
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115

西部

アマノリハビリテーション病院
116 廿日市記念病院
117 医療法人社団友和会 友和病院
118 佐伯中央病院
119 広島県厚生農業協同組合連合会 廣島総合病院
120 大野浦病院
121 医療法人社団ヤマナ会 広島生活習慣病・がん健診センター大野
122 医療法人社団 おだ整形外科クリニック
123 メープルヒル病院
124 独立行政法人国立病院機構 広島西医療センター
125 医療法人社団親和会 大和橋医院
126 独立行政法人 造幣局広島支局診療所
127 広島県西部厚生環境事業所保健所
128 はつかいち乳腺クリニック
129

北西山縣

医療法人社団恵愛会 安佐病院
130 サカ緑井病院
131 緑井脳神経外科
132 医療法人社団聖愛会 ぎおん牛田病院
133 医療法人広島ハートセンター 広島心臓血管クリニック
134 広島医療生活協同組合 広島共立病院
135 山口整形外科病院
136 野村病院
137 すぎたクリニック
138 妹尾病院
139 コムラ病院
140 今井整形外科クリニック
141 原田整形外科病院
142 医療法人社団仁和会 児玉病院
143 長久堂野村病院
144 地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立北部医療センター安佐市民病院
145 北広島病院
146 医療法人社団慶寿会 千代田中央病院
147 千代田病院
148 大朝ふるさと病院
149 日比野病院
150 地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立リハビリテーション病院
151 安芸太田病院
152 高陽中央病院
153 高陽整形外科クリニック
154 医療法人社団 いでした内科・神経内科クリニック
155 谷川脳神経外科
156 メリィホスピタル
157 マキツボ整形外科クリニック
158 安佐医師会病院
159 広島さくら整形外科
160 医療法人社団　うすい会 高陽ニュータウン病院
161

北部

藤野整形外科医院
162 庄原赤十字病院
163 備北ななつか病院
164 医療法人ながえ会 庄原同仁病院
165 医療法人微風会 ビハーラ花の里病院
166 山田整形外科医院
167 一般社団法人三次地区医師会 三次地区医療センター
168 医療法人微風会 三次神経内科クリニック花の里
169 松尾整形外科リハビリクリニック
170 医療法人新和会三次病院
171 市立三次中央病院
172 医療法人社団増原会 東城病院
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173

北部

医療法人社団光仁会 こぶしの里病院
174 庄原市立西城市民病院
175 医療法人社団八千代会 八千代病院
176 広島県厚生農業協同組合連合会 吉田総合病院
177 こやま整形外科・内科クリニック
178

呉

医療法人緑風会 ほうゆう病院
179 青山病院
180 呉みどりヶ丘病院
181 呉芸南病院
182 独立行政法人国立病院機構 呉医療センター
183 呉整形外科クリニック
184 医療法人社団中川会 呉中通病院
185 マッターホルンリハビリテーション病院
186 藤原脳神経外科クリニック
187 大矢整形外科病院
188 医療法人社団永楽会 前田病院
189 医療法人社団悠仁会 後藤病院
190 一般社団法人呉市医師会 呉市医師会病院
191 医療法人社団豊和会 豊田内科胃腸科
192 医療法人社団薫風会 横山病院
193 たまき整形外科
194 独立行政法人労働者健康安全機構 中国労災病院
195 川西整形外科医院
196 ふたば病院
197 医療法人社団有信会 呉記念病院
198 公立下蒲刈病院
199 一般財団法人広島結核予防協会 住吉浜病院
200 木村胃腸科病院
201 医療法人飛翔会 松田脳神経外科
202 社会福祉法人恩賜財団済生会支部 広島県済生会済生会呉病院
203 医療法人健応会 呉やけやま病院
204 医療法人社団仁風会 青木病院
205 医療法人社団吉田会 吉田病院
206 医療法人社団はまい会 大君浜井病院
207 医療法人社団大谷会 島の病院おおたに
208 国家公務員共済組合連合会 呉共済病院
209 自衛隊呉病院
210 にいたにクリニック
211 医療法人明笑会 やすもとクリニック
212

東広島

医療法人楽生会 馬場病院
213 医療法人社団仁慈会 安田病院
214 国家公務員共済組合連合会 呉共済病院忠海分院
215 医療法人社団ヤマナ会 東広島記念病院
216 医療法人社団博愛会 木阪病院
217 社会医療法人千秋会 井野口病院
218 医療法人若葉会 西条中央病院
219 医療法人社団葵会 本永病院
220 医療法人社団伯瑛会 のぞみ整形外科クリニック
221 医療法人社団ヤマナ会 東広島整形外科クリニック
222 医療法人 かわの医院
223 医療法人大和会 西条ときわクリニック
224 広島県立総合リハビリテーションセンター
225 独立行政法人国立病院機構 東広島医療センター
226 医療法人 大森整形外科
227 医療法人社団伯瑛会 うたのはら整形外科クリニック
228 医療法人好縁会 下山記念クリニック
229 医療法人社団  慈杏会 土肥整形外科病院
230 医療法人社団葵会 八本松病院
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231

東広島

県立安芸津病院
232 医療法人 こばやし整形外科クリニック
233 医療法人社団葵会 AOI広島病院
234 独立行政法人国立病院機構 賀茂精神医療センター
235 医療法人瑠璃光会 山田脳神経外科クリニック
236 医療法人 ますもと乳腺クリニック
237 広島大学保健管理センター
238 広島国際大学
239

尾三

医療法人社団啓卯会 村上記念病院
240 医療法人社団神田会 木曽病院
241 医療法人社団宏知会 青山病院
242 住元整形外科医院
243 医療法人社団重松会 松本病院
244 尾道市立市民病院
245 医療法人社団 坂上整形外科クリニック
246 医療法人 吉原胃腸科外科
247 医療法人社団博和会 得本医院
248 公立みつぎ総合病院
249 公立世羅中央病院
250 一般社団法人因島医師会 因島医師会病院
251 日立造船健康保険組合 因島総合病院
252 広島県厚生農業協同組合連合会 尾道総合病院
253 医療法人大慈会 三原病院
254 医療法人清幸会 三原城町病院
255 医療法人杏仁会 松尾内科病院
256 医療法人社団昭仁会 中林整形外科
257 医療法人宗斉会 須波宗斉会病院
258 一般社団法人三原市医師会 三原市医師会病院
259 医療法人社団 戸谷整形外科医院
260 社会医療法人里仁会 仁生病院
261 三原赤十字病院
262 社会医療法人里仁会 興生総合病院
263 山本病院
264 上野整形外科
265 医療法人仁康会 本郷中央病院
266 社会医療法人里仁会 白龍湖病院
267 医療法人仁康会 小泉病院
268 県立広島大学 附属医療センター
269 医療法人社団 杏佑会 笠井病院
270 医療法人社団 砂田内科
271

福山

公立学校共済組合 中国中央病院
272 かんなべ整形外科
273 藤井整形形成外科医院
274 医療法人賢仁会 松岡病院
275 医療法人社団尚志会 福山城西病院
276 医療法人社団宏仁会 寺岡整形外科病院
277 医療法人沼南会 沼隈病院
278 医療法人永和会 下永病院
279 医療法人社団健生会 いそだ病院
280 医療法人財団竹政会 福山循環器病院
281 医療法人秀明会 小池病院
282 特定医療法人財団竹政会 セントラル病院
283 医療法人社団健照会 住吉ふじい病院
284 医療法人社団潤会 宮崎胃腸科放射線科内科医院
285 医療法人辰川会 山陽病院
286 医療法人社団大仁会 大石病院
287 医療法人徹慈会 堀病院
288 脳神経センター大田記念病院
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289

福山

社会医療法人祥和会 沖野上クリニック
290 医療法人紘友会 福山友愛病院
291 医療法人大林会 福山こころの病院
292 社会医療法人定和会 神原病院
293 医療法人社団玄同会 小畠病院
294 医療法人社団緑誠会 光の丘病院
295 管理指定者　社会医療法人社団陽正会 神石高原町立病院
296 医療法人慈彗会 亀川病院
297 医療法人社団 飛翔会 福山整形外科クリニック
298 医療法人社団 成恵会 やまてクリニック
299 独立行政法人国立病院機構 福山医療センター
300 医療法人東和会 小林病院
301 医療法人　啓樹会 さとう脳外科クリニック
302 医療法人社団 日本鋼管福山病院
303 医療法人村上会 福山回生病院
304 医療法人 蒼生会 楠本病院
305 医療法人信英会 島谷病院
306 医療法人健応会 福山リハビリテーション病院
307 広岡整形外科
308 医療法人紅萌会 福山記念病院
309 板崎外科整形外科
310 医療法人慈生会 前原病院
311 医療法人社団若葉会 蔵王病院
312 医療法人社団永光会 水永リハビリテーション病院
313 医療法人叙叙会 福山第一病院
314 井上病院
315 福山市民病院
316 中川整形外科医院
317 医療法人同仁会 府中中央内科病院
318 地方独立行政法人府中市立病院機構 府中市民病院
319 西福山病院
320 佐藤脳神経外科
321 松永脳外科クリニック
322 寺岡記念病院
323 地方独立行政法人府中市立病院機構 府中市立湯が丘病院
324 地方独立行政法人府中市立病院機構 府中北市民病院
325 中国労働衛生協会・本部
326 府中みのりクリニック
327 福山市医師会総合健診センター
328 平木耳鼻咽喉科医院
329 いしおか医院
330 すわ整形外科スパインスポーツクリニック
331 医療法人社団 親愛会 高橋脳神経外科
332 岩崎整形外科
333 黒瀬クリニック
334 三宅会 グッドライフ病院
335 医療法人　幸仁会 三玉医院
336 なんば医院
337 医療法人社団 トータルケアグループ 優輝整形リハビリステーション
338 福山かた・ひざ・こしのクリニック
339 えきや外科クリニック
340 村上脳神経外科病院
341 笠岡市立市民病院
342 医療法人平允会 森本整形外科医院
343 医療法人紫苑会 福山南病院
344 医療法人紫苑会 ふじいクリニック
345 こじまクリニック
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346

福山
岡田クリニック

347 医療法人K.F.会 青葉台クリニック
348 福山検診所
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令和５年度　支部活動報告

　福山、尾三支部（東部地区）では次のとおり令
和 5 年度支部活動を行いましたので報告します。

　東部チームとして参加しました。結果準優勝と
なりました。

　第44回　広島県東部地区診療放射線技師会　総
会は書面による報告を行い、はがきによる議決を
行い承認されました。

　 3年ぶりに会員有志で懇親会を行いました。
　同日行われた県研修会の講師の皆様を囲んで、
和やかに懇親を深めることが出来ました。

　本年度はソフトボール大会、福山での県研修
会、新年懇親会と、久しぶりに皆様とお顔を会わ
せて行事を行うことが出来ました。Webでは出
来なかった皆様の近況など情報交換もでき有意義
であったと思います。
　次年度も多くの方にご参加いただける行事を企
画する予定です。ご協力のほどよろしくお願いし
ます。

　Webではなく現地開催のみとしました。
　内容については別記の第4回研修会報告をご参
照ください。

福山、尾三支部（東部地区）
公立学校共済組合　中国中央病院

畑山　秀貴

令和 ５年度　東部地区診療放射線技師会研修会
日　時：2023年 ７ 月 ９ 日（日）13：00～15：10
会　場：「Zoom　オンライン研修会」
会　費：無料

プログラム

� 総合司会　福山市民病院　三村　尚輝
� 司会　福山市民病院　下江　　亘
13：00～13：30
「当院CT検査における静脈路確保業務の現状と課題」
� 済生会川口総合病院　放射線技術科　城處　洋輔　先生
13：35～14：05
「熊本大学病院におけるタスクシフト・シェアの推進状況と課
題について」
� 熊本大学病院　中央放射線部　下之坊　俊明　先生
14：10～15：10
「その一言が命を救う　急務！！STAT画像報告」
� 奥州市総合水沢病院　放射線科　高橋　伸光　先生

� 共催　共益社団法人広島県診療放射線技師会

広島県診療放射線技師会　ソフトボール大会
日　時：2023年 ６ 月 4 日（日）
場　所：三次市　みよし運動公園
参加者：15名

令和 ５年度　第 ４回　広島県診療放射線技師会研修会
日　時：2024年 2 月10日（土）14：30～1７：40
会　場：福山市沖野上町 3丁目 ６ -28
　　　　脳神経センター　大田記念病院 4階　大会議室

プログラム

� 総合司会　福山市民病院　三村　尚輝
14：30～15：30� 座長　中国中央病院　畑山　秀貴
「楽しく仕事に取り組むための腰椎撮影のイロハ」
� 福岡整形外科病院　放射線科　科長　香月　伸介　先生
15：30～1６：30� 座長　JA尾道総合病院　塚本　友勝
「骨粗鬆症マネージャー爆誕　～診療放射線技師として関われ
ること～」
� 浜脇整形外科病院　放射線科　主任　小村　哲也　先生
1６：40～1７：40� 座長　福山市民病院　放射線科　三村　尚輝
「当院における大腿骨近位部骨折の二次性骨折予防～手術から
骨粗鬆症治療介入まで～」
� 福山市民病院　診療部　整形外科　科長　川溿　雄大　先生

東部地区診療放射線技師会　新年懇親会
日　時：2024年 2 月10日（土）18：30～
会　場：笑ひ鶏　もんど　沖野上店
参加費：5000円
参加者：30名
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　呉支部では次のとおり令和 5年度支部活動を行
いましたので報告いたします。

日　　時：令和 ６年 2月 １日（木）
　　　　　１8：30～20：00
開催方法：オンライン開催（Zoomウェビナー）
参加人数：37名
 司会　呉市医師会病院　山本　健之
[１8：30～１9：00]
１ 「 撮影カンファレンスの紹介と撮影法・ポイン

トのおさらい」
 独立行政法人労働者健康安全機構
 中国労災病院　中央放射線部
 永田　りさ子　先生
[１9：00～１9：30]
2 「 CTEPH ってどんな病気？　～肺高血圧症の

治療に携わって～」
 国家公務員共済組合連合会
 呉共済病院　放射線部　西村　幸将　先生
[１9：30～20：00]
3 「放射線技師とエコー検査　最後の主張」
 医療法人社団　生和会
 広島はくしま病院　放射線科　松原　進　先生

　呉地区におきましてはWebでの研究会を行い
ました。Web研修会は呉市医師会病院から配信
しいろいろな地区から多く参加いただきありがと
うございました。
　配信中は音声トラブルがありましたことをこの
場を借りておわびいたします。
　また別に呉地区で長く続いています対面式の勉
強会を予定していましたが開催できませんでした
ので来年度は開催できるように計画をしていこう
と思っています。

呉支部
呉市医師会病院

山本　健之
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　東広島支部の支部活動は次の通り行われました。
■新年宴会
日　　時：令和 ６年 １月20日（土）１8時30分～
場　　所：赤ちょうちん西条店
参加人数：１8人
　コロナ 5 類移行後（ 4年ぶり）の新年宴会にも
関わらず多くの方が参加され、時間を忘れて盛り
上がりました。

■第 １回研修会
日　　時：令和 ６年 2月 9日（金）
　　　　　１8時30分～20時40分
場　　所：井野口病院 3階中会議室　
参加人数：27人
研修会内容：
１8時30分～１9時30分
１ .「骨粗鬆症治療と注意点」
 講師　のぞみ整形外科クリニック西条
 村上　一彦　先生

１9時40分～20時40分
2 .「 患者紹介等に付随する医用画像についての

合意事項」について
　　 ～医用画像情報についてみんなで考えてみよ

う～
 講師　県立安芸津病院　放射線科
 守本　京平　先生

東広島支部
土肥整形外科病院

荒木　真悟

　第 １演題、我々は骨粗鬆症の測定が主な業務で
あり治療に関する知識は乏しいのですが、長年の
経験に伴う治療薬の違いによる効果を教えて頂
き、違う視点から骨粗鬆症の取り組みを学べまし
た。第 2 演題、今や患者紹介として当たり前と
なっているメディアの取り扱い方を、簡単に深い
所まで教えて頂けました。今後の業務に役立つこ
と間違いありません。村上先生、守本先生、長時
間の講演どうもありがとうございました。

　令和 5 年度当番幹事施設（大森整形外科クリ
ニック・のぞみ整形外科クリニック・山田脳神経
外科クリニック）の皆様、どうもお疲れさまでし
た。
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　平素より広島県診療放射線技師会 南東安芸支
部の活動にご協力いただきありがとうございま
す。理事任期は １期 2年で支部理事 2年目が終わ
ろうとしています。
　 １年目の活動は慣れない事も多く、手探りでの
活動でした。
　 2 年目はその経験を活かして研修会企画にも関
わり、理事の皆様との交流も増え気持ちに余裕も
できたように思います。
　支部の相互扶助申請状況ですが、今年度は弔慰
金 １件の申請をいただいております。
　引き続き広島県診療放射線技師会の相互扶助を
ご利用ください。
　可能な限り迅速に対応したいと思います。

　今年度も南東安芸支部主催の研修会を開催致し
ました。内容は以下の通りです。
　南東安芸支部は １次～ 3次医療機関の多い支部
です。
　それぞれの施設が担う役割、そこで活躍されて
いる皆様のニーズに沿った研修会を企画していき
たいと思います。
　ご要望等ありましたら御連絡またはお声がけい
ただければと思います。

令和 5 年度南東安芸支部研修会
日　時：令和 5年１１月2１日（火）１8：45～20：35
場　所：広島大学病院様よりZOOMによる配信
参加者：６６名　（事前参加申し込み89名）
１ .「 レポート既読管理システムベンダが考える

医療安全」
　　～レポート未読事故の原因と対策事例～
富士フイルムメディカルITソリューションズ株式会社
 システムソリューション本部　本部長
 平川　毅　先生
2 ．「急性腹症を理解するためのはじめの １歩」
　　～基礎は理解向上のための真髄～
 日立総合病院　放射線技術科　MR係主任
 岡　裕之　先生

南東安芸支部
済生会広島病院

光本　勢人

2023年度　広島県診療放射線技師会北部支部研修会
日　時：2023年１2月１3日（水） １8：00～１9：35
会　場： 市立三次中央病院 健診センター 2階 
　　　　大講堂　会場＋Web開催
参加者：39名（会場：１7名　Web：22名）

プログラム
 司会；庄原赤十字病院　安井　哲士
１，支部長挨拶
2，新人紹介
3，会員発表

「VantageOrian / X Grade導入と最新画像補正技
術の使用経験」
 庄原赤十字病院　藤本　耕平

「Astorexi 9 導入と使用経験」
 JA吉田総合病院　中川　拓哉

「どうする？ STAT画像報告 ～当院の今後の活動
予定～」　
 市立三次中央病院　平田　彰

　平素より北部支部にご協力いただきありがとう
ございます。
　今年は、久々の対面での研修会としWeb配信
も行うハイブリッドという形で行いました。皆様
のご協力により会場：１7名　Web：22名　合計
39名方と多くの方に参加していただき感謝いたし
ます。次年度も会場＋Web開催になろうかと思
われますが、久々の懇親会は大いに盛り上がり大
変有意義な時間を過ごさせていただきました。状
況が許す限りお集まりいただき会を盛り上げるこ
とが望まれます。役員一同　皆様に役立つ情報発
信を継続して行きたいと思いますので、ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。

北部支部
庄原赤十字病院

安井　哲士
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日　　時：令和 5年１１月24日（金）
場　　所：広島市佐伯区　
　　　　　原田病院　 5階大会議室 
参加人数：会場32名（非会員 7）
　　　　　Web37名（非会員 4）合計６9名。
演題 １：当院のMRCP　
 原田病院　三上　富生　先生
演題 2 ：胆膵のCT検査　広総バージョン　
 JA広島総合病院　横田　径　先生
演題 3 ：胆膵の画像診断～私はここを診ています 
 広島西医療センター　放射線科
 医長　土田　恭幸　先生
演題 4 ： 膵臓癌の早期診断を目指した取り組み～

HiPEACEプロジェクト 
 JA広島総合病院　診療部長代理
 膵胆道内科主任部長　消化器内科部長
 藤本　佳史　先生

　令和 5年度研修会は会場運営を原田病院さまの
ご協力を頂き、ハイブリッドで開催しました。平
日開催は初めてでしたが、仕事帰りに足を運んで
頂く西部の熱心な若手の姿が頼もしく感じまし
た。研修会の内容については前回アンケートで意
見の多かった（腹部領域）胆膵にテーマを絞って
企画しました。
　原田病院 三上先生には、当院のMRCPとして
胆膵の解剖から基本的なMRCP撮影テクニック自
施設のプロトコール、臨床画像供覧までを分かり
やすく解説していただきました。
　広島総合病院 横田先生には、胆膵のCT検査広
総バージョンとして広島総合病院のCT撮影プロ
トコールの考察、解剖から臨床画像供覧まで分か
りやすく解説していただきました。
　広島西医療センター土田先生には、胆膵の画像
診断として単純CT画像でという縛りの中でご自
身の経験と画像診断医としての所見の診かたをご
講演いただきました。造影をしていない個人病院
さまも近隣にありますのでその為に今回のような
テーマに絞りました。
　JA広島総合病院 藤本先生には消化器内科医と
して取り組んでおられるHiPEACEプロジェクト
　「平和」の地である「広島」で、大学・医師

西部支部
JA広島総合病院

池田　将敏

会・行政等の関係者が連携し、すい臓がんになっ
ても早期に治療し、安心して生活できる社会を目
指してという思いから付けられた略称。について
これまでの成果：すい臓がんの生存率改善とかか
りつけ医からの紹介の重要性・フォローアップの
画像診断画像CT、MRIへの先生の考え方等分か
りやすくご説明いただきました。膵疾患に関して
聴講された皆様の知識の底上げが出来た内容に
なったと思います。
　研修会後のアンケート結果について
　 4演題とも満足度 5段階評価で満足とほぼ満足
でした。
　問題点として、主催者メールでの問い合わせで
ウェビナーログインパスワードがわからないとい
うご質問があり、お一人の方に対応出来ませんで
した。次回は直前メールにパスコードを送信する
とともに、緊急ご連絡用に私のメールアドレスを
添付することで対応いたします。

　今回運営をして頂いた原田病院水野さまをはじ
め若手の技師の皆様に感謝いたします。次回もア
ンケート等を含め西部運営スタッフと協議し、研
修会をより良いものにしていきます。引き続きご
協力よろしくお願いいたします。
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　北西山縣支部では次の通り活動を行いました。

令和 5 年度　北西山縣支部研修会
日　　時　令和 5年１2月 １日（金）１8：30～20：00
開催方法　ハイブリッド開催
場　　所　広島市立北部医療センター安佐市民病院
　　　　　Zoom　
参加人数　現地：１5名、Web：１5名
 司会　日比野病院　冨久　昇
１8：30～１9：00
１ 「 胸部X線画像病変検出ソフトウェアCXR-

AIDのご紹介」
 富士フイルムメディカル株式会社
 横田　昭　先生
１9：00～１9：30
2 「検査サポートアイテム」
 広島共立病院　荒木　圭司　先生
１9：30～20：00
3 「MRI画像で見るてんかん症例」
 広島市立北部医療センター安佐市民病院
 米田　五和　先生

北西山縣支部
日比野病院

冨久　　昇

2023年度　広島県診療放射線技師会　
広島中央支部研修会
日　時：2024年 3 月 8 日（金） １9：00～20：30
会　場：浜脇整形外科病院 3階　多目的ホール
　　　　会場開催
参加者：25名

プログラム
 座長；浜脇整形外科病院　小村　哲也
 広島はくしま病院　三村　明生

１、１9：00～１9：30　　
「これからはじまるアミロイドPET」
 広島平和クリニック　画像診断科
 佐々木　公　先生
2、１9：30～20：00　　

「多様性と情報スキルを活かす診療放射線技師の
役割と展望」
 広島記念病院　放射線科　加藤　雅士　先生
3、20：00～20：30　　

「診断に役立つ腰椎MRI撮像」　
 土谷総合病院　診療補助部　放射線室
 野中　春輝　先生

　今年は、久々の対面での研修会を行い25名の方
にご参加頂きました。業務終了後でお疲れの中ご
参加頂いた皆様、誠にありがとうございました。
次年度も会場開催を中心に考えておりますが、状
況を見てハイブリッド開催も考慮していこうと思
います。今後も皆様のご要望に沿う内容での開催
を企画していきますので、ご要望等ありました
ら、お気軽にお声掛けください。

広島中央支部
広島はくしま病院

三村　明生
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理事会議事録

日　時：令和 5年１2月 9 日（土）１5：00～１7：55
場　所：広島大学病院 臨床管理棟 2 F 2 会議
室ならびにWeb会議※
議事録記載：友安　美沙
議事録署名人：戸塚　功二・森　美由紀
理事現在数：25名
出 席 理 事：木口　雅夫・山口　裕之

中上　康次・戸塚　功二
森　美由紀・沖野　智香
今井　康介※・横町　和志
友安　美沙・高内　孔明
小村　哲也・山本　健之
塚本　友勝・畑山　秀貴
冨久　　昇・光本　勢人
池田　将敏・安井　哲士
（敬称略）

出 席 監 事：石田　順一・今田　直幸
出 席 理 事：１8名
出 席 監 事： 2名
　以上の通り、理事の過半数に相当する理事
が出席したので、本理事会は適法に成立し
た。よって当法人定款35条に基づき会長　木
口雅夫は議長の席に着き開会を宣言し直ちに
議事に入った。

議事
（報告事項）
１．年間計画（タイムスケジュール）の確
認、会長・副会長の活動報告

　令和 5年度の年間計画（タイムスケジュー
ル）の確認を行なった。
　令和 5年１0、１１月の会長、両副会長の活動
報告があった。
　中国四国会長会議の報告とCSFRT2023開
催報告があった。次回のCSFRT2024は令和

６年１0月１9、20日に岡山コンベンションセン
ターにて現地開催予定である。
　沖野理事よりCSFRT2023CS 9 の活動報告
があった。
　令和 ６年度第 １回研修会、定時総会を ６月
１６日（日）に行うこととなった。

2 ．総務：会員動向
　木口会長より資料を参考にして報告があっ
た。前回の理事会から新たに 5名の入会希望
があった。
　また冨久理事から原田病院は北西山縣支部
所属ではなく西部支部所属なのではないかと
いう意見があり、訂正を行った。

3 ．学術：マネジメント研修会、第 3 回研修
会、第 ４ 回研修会について

　山口副会長よりマネジメント研修会の報告
があった。令和 5年１１月25日（土）にマネジメ
ント研修会を広島市民病院で開催し、39名
（講師 3名を含む）の参加者であった。情報
交換会には講師 3名を含む１5名の参加があっ
た。
　第 3 回研修会は令和 ６ 年 １ 月１3日（土）に
TKPガーデンシティ広島駅前大橋にて開催
する。研究発表は ６演題の予定だが現在 2演
題しか集まっていないため、１2月中旬には決
定したい。座長は三村尚輝理事に依頼してい
るが、もう １名の座長は演題決定後に決める
つもりである。発表者にインセンティブを検
討し、学術・財務担当理事で調整していく必
要がある。講演については、STAT画像所見
報告ガイドラインの解説と今後の展望につい
て日本診療放射線技師会STAT画像報告委員
会の木暮陽介委員長に、STAT画像報告に役
立つ症例集について広島大学病院放射線診断
科三谷英範先生に依頼している。研修会の

令和 5 年度 第 ４ 回理事会議事録
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後に新年互例会を開催する予定であるが、
Web配信はしないこととした。新年互例会
は来賓あいさつを日本診療放射線技師連盟木
暮陽介理事長、活動報告を自由民主党衆議院
議員畦元将吾代議士、活動応援を日本診療放
射線技師連盟中上康次副理事長にお願いして
いる。新年互礼会中には、ビンゴゲーム等催
し物を行う方向で検討する。TKPのケータ
リング業者が変わり互例会参加人数の確定が
必要となったため、理事の方は早め（年内ま
で）に参加登録をお願いしたい。
　畑山理事より第 4 回研修会の報告があっ
た。令和 ６年 2月１0日（土）に脳神経センター
太田記念病院にて骨密度検査ついて 3名の先
生に講演いただく。研修会後、講師懇談会を
行う。
　今田監事より１１月１６日エコー塾の開催報告
があった。

４ ．教育委員：告示研修（実技研修）開催に
ついて

　告示研修（実技研修）について木口会長よ
り報告があった。次回は１2月１６日（土）、１2月
１7日（日）広島大学病院で開催し、各日4６名、
42名参加予定である。大胡理事と広島国際大
学田村隆行先生が新たにファシリテーターの
研修を行う。JARTの報告では、広島県に登
録されている診療放射線技師のうち約20%が
告示研修を終了している（修了証を発送した
情報から地域情報を取得）。
　令和 5年度診療放射線技師基礎学術講習に
ついて山口副会長より報告があった。CT検
査講習会を予定している。開催日は令和 ６年
2月25日（日）、開催場所は広島大学病院、定
員50名。参加者が20名以下だった場合開催中
止になるため、広報および申し込みの開始を
早めに行うこととした。

5 ．企画：レントゲン週間開催について
　小村理事より報告があった。レントゲン週

間2023を令和 5 年１１月 5 日（日）にシャレオ
中央広場にて開催し参加者６00名程度と骨密
度検査体験者200名程度で準備から進行をス
ムーズに行えた。令和 ６年は、１１月 4 日（月・
祝）しかシャレオが空いていない。第 １ 回日
本放射線医療技術学術大会が１１月 3 日まで沖
縄で開催されるのでスケジュール的に厳しい
と思われる。沖野理事にて別日程、別会場を
再度検討することとなった。
　令和 7年 １～ 3月に広島県診療放射線技師
会75周年記念式典の開催を検討する。約 １年
前である令和 ６年年始から計画を始めていく
必要がある。会長、副会長、監事で日程、場
所の検討を進めていく。
　山口副会長から、１2月 2 日（土）に開催され
た、鳥取県診療放射線技師会創立70周年記念
式典への出席報告があった。

６ ．編集：RTjournal６0発刊について
　戸塚理事より報告があり、RTjournal６0は
8６0部印刷を行い１2月中旬に届く予定である。
　第 3 回研修会、第 4 回研修会、基礎講習
（CT）案内をニシキプリントから中本本店
に委託変更し送付した。
　RTjournal６１の構成とスケジュールの確認
を行った。木口会長より 4月 １日入稿の前に
アナウンスを行ってほしいという意見があっ
た。施設紹介を村上病院（尾道）に依頼す
る。もう １施設についての意見を求めた。
　研修会案内配布の新たな方法について郵便
局Webレター利用の提案と説明があった。
Webで入稿できる、迅速性があるなどのメ
リットが、フチなし画面や所定の封筒の使用
ができないなどの制限がある。今後、利用す
ることも含めて検討をしていく。

7 ．広報：ホームページ掲載、メールマガジ
ン発行について

　中上副会長よりホームページ掲載、メール
マガジン発行、チラシ作成について報告が
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あった。木口会長からは、JART会員システ
ムに登録されているメールアドレスの使用に
ついて、JART定款に使用目的など規定され
ているため、会員に問いあわせることなく本
会で使用することに問題がないとの報告が
あった。
　今田監事からは、ホームページのGoogleス
ケジュールにイベントが入っていないことが
あるとの報告があった。この対策として、会
告を依頼する理事、担当者が情報を確認する
こととなった。

8 ．支部：支部活動報告について（年間計画
を報告）

・広島中央支部（小村理事）
　 　 3 月上旬に開催予定。 3名の方に講演を
依頼している。

・北西山縣支部（冨久理事）
　 　１2月 １ 日に安佐市民病院にて研修会を
行った。

・南東安芸支部（光本理事）
　 　１１月2１日に広島大学病院よりWebにて
研修会を行った。

・西部地区（池田理事）
　 　１１月24日に原田病院にてハイブリッド方
式で研修会を行った。開催経費の取扱いに
ついて質問があり、講師、座長、スタッフ
分のお茶代は、運営経費として取り扱うこ
とが可能であるとの回答があった。書類に
スタッフ人数を記載の上申請することと
なった。過去に開催された支部研修会経費
についても遡って請求を受け付けることと
した（領収書が不明な場合は、領収書紛失
で処理をする）。

・北部支部（安井理事）
　 　１2月１3日１8時より市立三次中央病院にて
ハイブリッド方式で研修会を開催する。

・呉支部（山本理事）
　 　 2 月 １ 日にWEBで研修会を開催する。

3演題中の 2演題が決定している。

・東広島支部（戸塚理事）
　 　 2 月 9 日に現地開催で研修会を開催す
る。

・東部地区（尾三支部、福山支部）
　 　 2 月１0日に第 4 回研修会を脳神経セン
ター太田記念病院にて開催する。

9 ．財務：財務状況について
　森理事より財務状況の報告があった。
　財務申請に関してはGaroonのスペースを
利用した方法に変更するので協力をお願いす
る。Garoonで申請した方は、メールによる
財務申請の報告を必要としない。森理事に質
問がある方はGaroonの中のメッセージより
依頼する。

１0．連盟支部：連盟活動について
　中上副会長より報告とお願いがあった。畦
元代議士後援自民党員増員にご協力いただき
たい。

１１．その他
　木口会長より報告があった。大学院に進学
した方の会費免除について諸規定を改定し
た。会費に関する規定改定は、総会決議事項
であるため、令和 ６年度定時総会で決議を取
る必要がある。

（審議事項）
１ ．総務：令和 5 年度会員動向（入会、退

会）について
　新規入会の 5名に対し審議し、採決の結果
賛成多数で承認された。

2 ．学術：研修会開催について（第 3 回研修
会、新年互例会、第 ４ 回研修会）

　第 3回研修会、新年互例会、第 4回研修会
開催に関して審議し、採決の結果、賛成多数
で承認された。
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3 ．告示研修（実技研修）開催について
　ファシリテーター研修に必要な経費（ 2
日間：37,7６0円、内訳：スタッフ日当、昼食
代、ユニフォーム代）の技師会経費利用につ
いて審議し、採決の結果賛成多数で承認され
た。

４ ．編集：RTjournal６１発刊について
　RTjournal６１発刊に関して、審議し採決の
結果、賛成多数で承認された。

5 ．企画：ソフトボール大会開催日程について
　戸塚理事よりソフトボール大会の候補日に
ついて第一候補 ６月 9日、第二候補 ６月23日
とする提案があった。審議し採決の結果、賛
成多数で承認された。
 以上
 （ 3 /１0次回議事録：戸塚　功二）

　以上をもって議事を終了したので、上記の
決議を明確にするため、議長、議事録記載
人、議事録署名人、監事は記名捺印をする。
 令和 5年１2月 9 日

公益社団法人広島県診療放射線技師会
令和 5年度第 4回理事会

議　長　　　　　　木口　雅夫　　㊞　
議事録記載人　　　友安　美沙　　㊞　
議事録署名人　　　戸塚　功二　　㊞　
議事録署名人　　　森　美由紀　　㊞　
監　事　　　　　　石田　順一　　㊞　
監　事　　　　　　今田　直幸　　㊞　

理事　　出席　　１8名　　欠席　　 7名
監事　　出席　　 2名　　欠席　　 0名
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日　時：令和 ６年 3月１0日（日）１3：00～１６：30
場　所：広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議
室ならびにWeb会議※
議事録記載：戸塚　功二
議事録署名人：横町　和志・友安　美沙
理事現在数：25名
出 席 理 事：木口　雅夫・山口　裕之

中上　康次※・戸塚　功二
森　美由紀・山田　　聖
穐山　雄次・今井　康介
横町　和志・友安　美沙
高内　孔明・小村　哲也
山本　健之※・塚本　友勝
畑山　秀貴・冨久　　昇※
光本　勢人・池田　将敏
荒木　慎吾・横町　和志
安井　哲士・三村　明生
三村　尚輝・大胡　文彦
本城　圭祐（敬称略）

出 席 監 事：石田　順一
出 席 理 事：25名
出 席 監 事： １名
　以上の通り、理事の過半数に相当する理事
が出席したので、本理事会は適法に成立し
た。よって当法人定款35条に基づき会長木口
雅夫は議長の席に着き開会を宣言し直ちに議
事に入った。

（報告事項）
１ ．年間計画の確認、会長・副会長の活動報告
　木口会長から令和 5年度タイムスケジュー
ル、会長・副会長から活動報告があった。
　CSFRT連絡会議について報告があった。
CSFRT2023（山口）の実施報告ならびに引
継ぎ、CSFRT2024（岡山）の準備状況報告
があった。
　 １ 月20日医師会館にて開催された「2１世
紀、県民の健康とくらしを考える会」の参加

報告があった。認知症の講演と各医療団体が
ブースを作ってポスター展示や職能に関係す
る活動をした。
　 3月 2日に開催された島根県診療放射線技
師会70周年記念式典への出席報告があった。
記念講演は「成長期のスポーツ障害への対処
とパフォーマンス向上」で島根大学医学部附
属病院助教の先生の講演であった。記念式典
には、島根県知事も出席されていた。

2 ．総務：会員動向
　穐山理事から会員動向の説明があった。 3
月１0日現在会員数805名。
　森理事より現在、財務担当が入退会、転入
出申請の処理も行っている。今年度より総務
で対応できるよう申請方法の見直しも行われ
たが、機能していないようなので、改めて対
応方法を検討いただきたいと発言があった。
穐山理事から総務で役割を決めて対応すると
の回答があった。

3 ．学術：
　山口副会長から第 3回研修会の報告があっ
た。 １ 月１3日にTKPガーデンシティ広島駅
前大橋で開催され、会員発表 ６演題、参加者
38名Web8６名だった。続いて行われた新年
互例会には54名の参加があった。
　三村理事からの第 4回研修会について報告
があった。大田記念病院にて対面のみで開催
され、参加者52名であった。また、懇親会も
開催し30名の参加であった。

４ ．教育委員：
　穐山理事から告示研修と基礎講習について
の報告があった。
　告示研修は 2 /１7・１8に広島大学病院で開
催され受講者はそれぞれ47名と25名だった。
来年度基礎講習は超音波で日程は調整する。

令和 5 年度 第 5 回理事会議事録
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5 ．企画：
　荒木理事よりソフトボール大会の進捗につ
いて説明があった。例年使用しているみよし
運動公園は今後使用できない。来年度は広島
国際大学を ６月 9日で使用許可の内諾を得て
いる。ただし国際大学の行事が優先となる。
費用は学生の参加を条件に無料としていただ
ける。バーベキューも可能であるがグラウン
ドから離れている。ベース、ネットなどの備
品の借用も可能である。駐車スペースは十分
か確認する。グラウンド準備は東広島支部が
中心に行う。審議の後全会一致で承認され
た。

６ ．編集：
　戸塚理事がRTJournal発刊No．６１の進捗を
説明した。巻頭言は中上副会長、支部活動報
告は全て入稿済みで他にも入稿済みの原稿が
複数ある。年度が変わったら企業に広告共催
の依頼を掛ける予定である。

7 ．広報：ホームページ掲載、メールマガジ
ン発行について

　今井理事より発言あり。告示研修の会告が
ホームページに掲載できていない。受講者を
増やす方法として技師会ホームページを活用
すべきとの意見があった。メールマガジンで
は、通知されているが、ホームページでは広
報できていない状況である。今後、情報を頂
けたら掲載していく。
　今後、穐山理事から告示研修の日程等の情
報を伝えることとする。

8 ．支部：支部活動計画について
　広島中央　三村理事から報告。 3月 8日に
浜脇整形外科で対面のみで研修会開催した。
参加25名であった。
　南東安芸　光本理事報告事項なし。
　北西山縣　冨久理事来年度の研修会も本年
度と同様の研修会を計画している。

　西部　池田理事　来年度対面の研修会と病
院見学を予定する（ ６ / 3 新病院稼働）。
　北部　安井理事　１2月１3日ハイブリッドで
研修会を実施した。参加者39名であった。来
年度からJA吉田総合病院の中川氏に交代を
予定している。
　呉支部　山本理事　 2月 １日オンラインの
み研修会を実施した。37名参加であった。
　東広島　荒木知事　 2月 9日に井野口病院
にて対面のみ研修会を開催し、27名参加で
あった。また、新年会を １月に開催した。
　尾三・福山　塚本理事　 2月１0日大田記念
病院にて対面研修会を実施52名参加であっ
た。 3月29日に幹事会で来年度の研修会を計
画する。役員の交代も検討される。
　三村理事からPeatixの締め切り設定を当日
までにできないかとの質問があった。横町理
事から支払方法によって前日の締め切りとな
る。入金の確認のタイミングが考慮されてい
る。入金の確認にこだわらなければ研修会当
日の締め切りも可能と思う。今後締め切りは
研修会当日までとする。

9 ．財務：財務状況、R 5 年度決算について
　森理事から来年度の収支予算書と収支予算
内訳表の説明があった。予算案について、会
員増のわりに収入が増えないように見えるの
は、６5歳以上の会費減額が反映されている。
今年度収支について、支出が収入を上回って
いることについては、昨年度収支等の兼ね合
いもあり、適切な費用配分であると考えてい
る。
　今田監事からは、網本行政書士作成令和 ６
年度予算計画書に基づき会費収入、75周年の
予算計上、各支部における会議費の請求につ
いての意見があった。
　石田監事からは、全体的に運営状況は問題
ないと思われる。退会の時の対応に問題があ
る。退会の申し込みに対して返信を返すとよ
いと思うとのコメントがあった。
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１0．連盟支部：連盟活動について
中上副会長から
　Yahooニュースで日本診療放射線技師連盟
から１5名パーティに出席したように報道され
たが、実際は連盟から１0名で役員 5名は個人
での参加である。今回の騒ぎで自民党は逆風
だが、畦元代議士はまったく関わっておら
ず、連盟も少ない予算で活動を行っているの
で引き続き連盟活動に協力をお願いしたい。
3月23日は自民党広島県連大会が開催され、
連盟広島支部から代議員として 8名が参加予
定。

（審議事項）
１ ．総務：令和 5 年度会員動向（入会、退

会）について
　前回理事会から新入会は無く、入退会転出
転入者を審議し、採決の結果賛成多数で承認
された。

2 ．学術：研修会開催について（次年度開催
研修会について）

　山口副会長から来年度令和 ６年度第 １回研
修会が ６月１６日に広島大学病院 3階大会議室
にて開催予定。演題は未定である。審議し、
令和 ６年度第 １回研修会開催について審議し
た結果、賛成多数で承認された。

3 ．教育委員：告示研修、基礎技術講習会開
催について

　穐山理事から、告示研修の受講者数に応じ
てファシリテーターの数が調整される事に対
応してファシリテーターと会場係を兼任する
ことで現状は対応している。しかしその場合
に会場係の業務に加えファシリテーター業
務、会場片付けなどファシリテーターと同様
の業務量となるが会場係謝金に価格差が生
じている。（謝金の内訳、ファシリテーター
１5,000円、開催責任者8,000円、会場スタッフ
5,000円）県技師会からファシリテーターと

同額の謝金となるように補填をしていただき
たい。との発言があった。
　木口会長から告示研修の事業自体が赤字で
ありJARTへ伝えているが対応ファシリテー
ターの増員は出来ないと返答されている。状
況に応じて開催日を減らすなどの対応を求め
られている。各県の経費でファシリテーター
数を増やすことは問題とされていない。県技
師会からの補填は会員の理解が得られるだろ
うかとの発言があった。
　森理事、石田監事から会員の技能向上のた
めの取り組みなので会員の理解は得られるの
ではないかとの発言があった。
　ファシリテーターの必要最低人数を算出し
て県技師会からの補填金額を検討する。概算
ではあるが、年間の補填費用は20万円程度と
思われる。本会からファシリテーター増員に
対する経費支出について審議の結果賛成多数
で承認された。

４ ．編集：令和 ６ 年度RTJournal発刊について
　戸塚理事からRTJournalNo.６１の ６ 月初旬、
RTJournalNo.６2の令和 ６ 年１2月初旬の発行、
研修会チラシとして第 １ 回研修会、フレッ
シャーズセミナー、第 2回研修会、マネジメ
ント研修会、第 3回研修会、第 4回研修会お
よび75周年記念式典の案内の発送を予定して
いるとの発言について審議した結果賛成多数
で承認された。

5 ．企画：レントゲン週間の面白レントゲン
デジタル化について

　小村理事よりレントゲン週間の面白レント
ゲンをシャーカステンからモニター展示にし
たいとの要望があった。外川氏から不要な
PCを寄付しても良いと言われている。フィ
ルムのデジタル化が必要である。モニターを
4台くらい購入してシャーカステンの代わり
に使用したいとの提案があった。
　木口会長から 4台ではなく 2台くらいが妥
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当との意見があった。フィルムデジタイザは
保有している施設が複数あり、既存フィルム
の電子化は可能であることが確認できた。
　審議の後全会一致で承認された。

６ ．執行部：令和 5 年度定時総会開催、令和
６ 年度事業計画（案）、令和 ６ 、 7 年度役
員交代について

　木口会長より令和 5年度定時総会開催と令
和 ６年度事業計画案の説明があった。令和 5
年度定時総会は、令和 ６年 ６月１６日（日）に広
島大学病院臨床管理棟 3階大会議室で開催す
ることとする。令和 ６年度事業計画案につい
て誤植の指摘があった。誤植を修正したもの
を最終案とすることとした。令和 5年度定時
総会開催ならびに令和 ６年度事業計画（案）
について審議した結果、全会一致で承認され
た。
　令和 ６、 7年度の役員交代について、北部
安井理事、東部畑山理事、東広島荒木理事、
広島中央三村理事、山口副会長が交代すると
の発言があった。
　来年度の役員選挙について 4 月 １ 日から
ホームページで公告し、立候補者を受付け
る。理事を継続される方については、立候補
届を郵送または、次回の理事会までに提出す
る。
　定時総会開催に向けてRTJournalへの掲
載、往復はがきの準備をお願いする。
　令和 5年度事業報告については 4月以降に
作成する。

６ ．財務：財務状況、R ６ 年度予算（案）に
ついて

　石田監事から特定費用に対して年度で積立
費用が上下することのないよう令和 ６年から
85周年の積み立てを開始したほうが良いので
はないかとの発言があった。
　森理事から、すでに決めていた金額を変え
てよいか確認し、問題ないようであれば毎年

同額となるよう計画修正する。との発言あ
り。審議し、採決の結果賛成多数で承認され
た。

7 ．監事：令和 5 年度の事業運営について
　概ね良好に運営されていると思う、と発言
あり。

　以上をもって議事を終了したので、上記の
決議を明確にするため、議長、議事録記載
人、議事録署名人、監事は記名捺印をする。
 令和 ６年 3月１0日

公益社団法人広島県診療放射線技師会
令和 5年度第 5回理事会

議　長　　　　　　木口　雅夫　　㊞　
議事録記載人　　　戸塚　功二　　㊞　
議事録署名人　　　横町　和志　　㊞　
議事録署名人　　　友安　美沙　　㊞　
監　事　　　　　　石田　順一　　㊞　

理事　　出席　　25名　　欠席　　 １名
監事　　出席　　 １名　　欠席　　 １名
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令和５年度　公益社団法人広島県診療放射線技師会
定時総会

１ ．開会の辞

2．会長挨拶

3．議長選出

4．議長運営委員選出

5．議　事

　　 １）令和 5年度　事業報告

　　 2）令和 5年度　庶務報告

　　 3）令和 5年度　決算報告

　　 4）令和 5年度　監査報告

　　 5）審議事項

　　　　諸規定改正　会費等納入規程

　　 ６）令和 ６年度　事業計画

　　 7）令和 ６年度　予算計画

　　 8）その他

６．議長団解任

7．表彰

　　 １）石井賞

　　 2）槇殿賞

　　 3）奨励賞

8．閉会の辞

次　第
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総　括

昨年 5 月に新型コロナウイルス感染症も 5類に
引き下げられ、本会の活動もある程度安心して開
催できるようになった。令和 5年度の本会の事業
は、会場を使用した参集型とウエビナー（Web
配信）を併用して、現地会場のみ、Web配信の
み、ハイブリッド方式と状況に応じて開催した。
現地対面開催では、活気を取り戻しつつあるが、
移動の負担が少なく自宅から参加できる手軽さか
らか同時に配信されるウエビナーの参加がまだま
だ多い状況である。

本年度の事業計画で予定していた 4回の定例研
修会とマネジメント、消化管撮影、超音波、MR
の 4 回の専門研修会、JART委託基礎技術講習会
（CT検査）が開催された。会場参集型を基本と
し、県内においても移動が難しい会員にも配慮し
たハイブリッド型研修事業を実施した。本会なら
び他県からも多くの方に参加していただくことが
できた。

令和 ６年 4 月からは、医師の働き方改革が本格
的に始まる。多様な医療従事者が活躍し、働きや
すい環境を作っていくためにも働き方改革を積極
的に進めていく必要がある。診療放射線技師とし
ても専門性を活かし、パフォーマンスを最大化す
ることで、質の高い医療提供が可能となる。その
一助となる診療放射線技師による画像診断におけ
る読影の補助は、急務とされ、昨年度に続いて
STAT（緊急）画像報告に焦点を置いた研修会を
実施した。また、現在シリーズ化して展開してい
る臓器別、疾患別の領域について放射線診断科専
門医師による講演や整形領域・骨粗鬆症をテーマ
にした整形外科専門医ならびに診療放射線技師の
エキスパートによる講演を企画した。

広島中央、北西山縣、南東安芸、西部、北部、
呉、東広島、尾三、福山の 9ブロックによる支部
活動は、昨年に続いて積極的に活動した。研修事
業においては、全ての支部において行うなど活発
に活動することができた。また、所属する支部以

公益社団法人 広島県診療放射線技師会
令和５年度事業報告

外の研修にも参加できる体制を維持できた。
体験活動・相談等による県民への知識の普及啓

発事業としたレントゲン週間イベントは、例年と
同じ規模で無事に開催できた。事前の十分な準備
期間や広報活動により30名のボランティアスタッ
フ（役員を含む）をもってイベント参加者を迎え
入れることができた。

一方、診療放射線技師のタスク・シフト/タス
ク・シェアに向けた日本診療放射線技師会の告示
研修（実技研修）は、日本診療放射線技師会の委
託を受け、実技研修を行った。 ６ 名の広島県の
ファシリテータで年間 8回の実技研修を実施し、
294名が受講終了した。次年度も同じ規模で開催
を進めている。また、今年度は 2 名のファシリ
テータを追加で育成することができた。

今年度も改めましてイベント開催スタッフとし
て参加いただいた会員の皆さま、本会事業展開に
ご尽力いただきました役員の皆さまには心より感
謝申し上げます。

事業内容の詳細は、下記に示す通りとなりま
す。

公益目的事業
公 １ ． 体験活動・講演・相談等による県民へ

の知識の普及啓発事業
　　体験活動
　　 　令和 5年１１月 5 日（日）にシャレオ中央

広場（広島市中区基町）にてレントゲン週
間イベントを開催した。他のイベントが開
催されていた影響もあり、昨年よりもイベ
ントに立ち寄られる人は全体的に少なかっ
た。今年も、広島県「がん検診へ行こう
よ」推進会議に後援をいただき、デーモン
閣下の大型スクリーンやのぼりは、がん検
診推進イベントが開催されているため認知
も良く、関心が高かった。

　　 　例年通り、放射線検査、放射線治療、環
境放射線についての説明パネルを使用して
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一般の方にわかりやすく説明ができた。ま
た、広島県で作成されたがん検診のパネル
掲示や乳腺ファントムを用いて実際に腫瘤
を触知する体験など、来場された方にも検
診や早期発見の重要さについて理解された
ものと思われる。

　　相談活動
　　 　レントゲン週間イベントにおいては、県

民、市民の方に放射線検査や医療被ばくに
関する相談を随時受付け、分かりやすく説
明した。

公 2 ． 研修、セミナー等による放射線技術学
の向上のための研修事業

　　研修会事業
第 １ 回研修会
日　時：令和 5年 ６月24日（土）
開　催： （会場）広島大学病院　（配信）

Zoomウエビナー
会　場： 広島大学病院　臨床管理棟 3階大

会議室（広島市南区霞 １ - 2 - 3 ）
　　　　 ならびにZoomウエビナーによる

ハイブリッド開催
参加者： １42名（会場参加3６名、Web参加

１0６名）
プログラム：
１． 大規模災害時における診療放射線技師

の役割　
　　 神戸赤十字病院/兵庫県災害医療セン

ター　中田　正明　先生
2． ちょっと掘り下げて理解する胸部画像

～一般撮影からポータブル･CTまで～
　　日立総合病院　岡　裕之　先生
3． 現場で役立つ画像診断豆知識～早期診

断につなげるために～
　　済生会広島病院　秋山　直子　先生

第 2 回研修会
日　時：令和 5年 9月１0日（日）
開　催： （会場）広島大学
　　　　（配信）Zoomウエビナー
会　場： 広島大学 凌雲棟 R404講義室
　　　　（広島市南区霞 １ - 2 - 3 ）
　　　　 ならびにZoomウエビナーによる

ハイブリッド開催
参加者： １74名（会場参加23名、Web参加

１5１名）
プログラム：
１． STAT画像報告への取り組み
　　 広島市立北部医療センター安佐市民病院 

吉崎　惇一　先生
2． 当院でのSTAT画像報告症例集
　　日本鋼管福山病院　永見　卓也　先生
3． 中小規模病院で構築したSTAT画像報

告システムについて　
　　 昭和大学横浜市北部病院
　　片桐　江美子　先生

第 3 回研修会
日　時：令和 ６年 １月１3日（土）
開　催：（会場）TKP広島駅前大橋 ホール 5A、 
　　　　（配信）Zoomウエビナー
会　場： TKPガーデンシティ広島駅前大

橋（広島市南区京橋町 １ - 7 ）
　　　　 ならびにZoomウエビナーによる

ハイブリッド開催
参加者： １25名（会場参加38名、Web参加

87名）
プログラム：
１． 会員による研究発表
　　 Ultra-short Echo Time-MRIにおける

off-centerがT 2 *値に及ぼす影響　
　　広島大学病院　難波　広樹
　　 血管撮影室におけるスタッフへの被ば

くに対する啓蒙活動の取組み
　　福山市民病院　吉田　凌太　
　　 非剛体サブトラクションCTにおいて

腕下ろし体位が造影効果に与える影響
　　県立広島病院　棟居　浩尚
　　 帰すことのできない外来患者　～診療

放射線技師が医療の質を向上させる～　
　　済生会広島病院　光本　勢人　
　　 当院における大腿骨上顆軸位撮影法の

検討
　　浜脇整形外科病院　大藤　健也　
2． STAT画像所見報告ガイドラインの解

説と今後の展望
　　順天堂大学医学部附属順天堂医院
　　木暮　陽介　先生
3． STAT画像報告に役立つ症例集
　　広島大学病院　三谷　英範　先生
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第 ４ 回研修会
日　時：令和 ６年 2月１0日（土）
開催：（会場）脳神経センター大田記念病院、 
　　　（配信）Zoomウエビナー
会　場： 脳神経センター大田記念病院 4

階 大会議室（福山市沖野上町 3 -
６ -28）

　　　　 ならびにZoomウエビナーによる
ハイブリッド開催

参加者：会場52名
プログラム：
１． 楽しく仕事に取り組むための腰椎撮影

イロハ
　　福岡整形外科病院　香月　伸介　先生
2． 骨粗鬆症マネージャー爆誕～診療放射

線技師として関われること～
　　浜脇整形外科病院　小村　哲也　先生
3． 当院における大腿骨近位部骨折の二次

性骨折予防～手術から骨粗鬆症治療介
入まで

　　福山市民病院　川溿　雄大　先生

マネジメント研修会
日　時：令和 5年１１月25日（土）
開　催：（会場）広島市立広島市民病院
　　　　（配信）Zoomウエビナー
会　場： 広島市立広島市民病院 中央棟１0F 

講堂 （広島市中区基町 7番33号）
参加者：39名
プログラム：
１ ． CTで取組む経営改善　～健診カルシ

ウムスコアと読影補助～
　　済生会広島病院　光本　勢人　先生
2． 医療の現場から事務部門への転籍　
　　～労務管理で現場を支える～
　　世羅中央病院企業団　草井　昭紀　先生
3 ． 診療放射線技師ができる医療経営貢献

～画像診断管理加算と医療材料費に関
する取り組みより～

　　岡崎市民病院　阪野　寛之　先生

広島県診療放射線技師会消化管研修会
日　時：令和 5年 7月29日（土）　
会　場： 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 大

会議室（広島市南区霞 １ - 2 - 3 ）
参加者：54名
プログラム：

１． 胃透視に関わる基本事項
　　日本鋼管福山病院　石川　裕三　先生
2． 知って得する撮影手技
　　広島県地域保健医療推進機構
　　廣段　達彦　先生
3． ワークショップ　胃透視座談会
　　広島県地域保健医療推進機構
　　松岡　洋矢

エコー研修会（エコー塾）
日　時：令和 5年１１月１６日（木）
会　場： 広島はくしま病院 １ F放射線室
　　　　（広島市中区東白島１9-１６）
参加者：１2名
プログラム：
胆嚢・胆管エコーを習得しよう
１． 胆嚢エコーの基礎とハンズオン
　　　吉島病院　石橋　太志　先生
2． 肝外胆管エコーの基礎とハンズオン
　　広島はくしま病院　松原　進　先生

MR基礎技術講習会
日　時：令和 ６年 １月28日（日）
参加者：42名
会　場： 広島大学病院 臨床管理棟 3 階大

会議室（広島市南区霞 １ - 2 - 3 ）
プログラム：
１． MR原理　広島赤十字・原爆病院
　　大胡　文彦　先生
2． 安全管理　広島平和クリニック
　　長谷川　俊介　先生
3． 脳の機能と解剖
　　広島大学病院　穐山　雄次　先生
4． 脳卒中のMR検査
　　広島市立北部医療センター安佐市民病院
　　森　正好　先生
5． 脳梗塞に対するMR撮像方法
　　県立広島病院　高先　勇希　先生
６． 脳梗塞の症例　広島市立広島市民病院
　　本城　圭祐　先生
7． 脳梗塞以外の疾患
　　広島大学病院　高橋　佑治　先生
8． ディスカッション（STAT画像報告に

ついて）

X線CT検査基礎技術講習会
日　時：令和 ６年 2月25日（日）
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参加者：38名
会　場：広島大学病院 臨床管理棟 3 階大
会議室（広島市南区霞 １ - 2 - 3 ）
プログラム：
１ ． CT装置　キヤノンメディカルシステムズ
　　伊藤　雄也　先生
2 ． 画像再構成法　
　　倉敷中央病院　福永　正明　先生
3． 撮影技術 １（患者接遇・画像解剖）
　　JA広島総合病院　田丸　隆行　先生
4． 撮影技術 2（基本的撮影法・IVR-CT）

広島大学病院　小鷹狩　賢司　先生
5． 撮影技術 3（造影剤・造影剤副作用）

広島大学病院　松本　頼明　先生
６． 画質・性能評価・線量特性 １　
　　森ノ宮医療大学　山口　功　先生
7． 画質・性能評価・線量特性 2　
　　森ノ宮医療大学　山口　功　先生
8． 画像処理・ 3 D表示　
　　福山市民病院　三村　尚輝　先生

支部開催研修会
内容詳細については、支部活動報告に記載
する。
・南東安芸支部
　日時：令和 5年１１月2１日（火）
　開催： 広島大学病院からのZoomウエビ

ナー開催
　参加：６9名　
・西部支部
　日時：令和 5年１１月24日（金）
　開催： 原田病院とZoomウエビナーのハ

イブリッド開催
　参加：70名（会場32名、Web38名）
・北西山縣支部
　日時：令和 5年１2月 １ 日（金）
　開催： 広島市立北部医療センター安佐市

民病院とZoomウエビナーのハイ
ブリッド開催

　参加：30名（会場１5名、Web１5名）
・北部支部
　日時：令和 5年１2月１3日（水）
　開催： 市立三次中央病院とZoomのハイ

ブリッド開催
　参加：39名（会場１7名、Web22名）
・呉支部
　日時：令和 ６年 2月 １日（木）

　開催： 呉共済病院からの Zoomウエビ
ナー開催

　参加：37名
・東広島支部
　日時：令和 ６年 2月 9日（金）
　開催： 井野口病院からの Zoomウエビ

ナー開催
　参加：27名
・尾三・福山支部
　日時：令和 ６年 2月１0日（土）
　　　　※第 4回研修会と併催
　開催：脳神経センター大田記念病院
　参加：52名
・広島中央支部
　日時：令和 ６年 3月 8日（金）
　開催：浜脇整形外科病院
　参加：25名

公 3 ． 放射線に関する情報を出版等により提
供を行う事業
会誌発行　 2回
研修会案内・お知らせ　 ６回
メールマガジン発刊　１5回
ホームページ情報提供・情報更新　55回
　
収益事業　
なし

表彰事業　
石井賞　 １名
槙殿賞　 １名
奨励賞　 5名

互助会事業　
結婚祝い　 5件
出産祝い　 3件
弔慰金　　 7件
災害　　　 0件

関連団体との事業に参加・後援予定
・ 「がん検診に行こうよキャンペーン広

島」（広島県主催）に参画
・ 「2１世紀、県民の健康とくらしを考える

会」（広島県医師会主催）協賛
・ ピンクリボンキャンペーン活動広島への

参加協力
・ 医用画像情報学会令和 5 年度年次（第
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１9６回）大会　後援
・ 広島医療情報システム研究会　後援
・ 広島県言語聴覚士会20周年イベント　

HSTA20サミット　後援
・第27回広島県理学療法士学会　後援
・ 第24回フォーラム「医療の改善活動」全

国大会in広島　後援
・ 日本医用画像情報専門技師会日本医用画

像情報専門技師会主催セミナー　後援
・広島CT技術研究会　後援
・広島県医療情報技師会研修会　後援
・ 日本医用画像情報専門技師会主催セミ

ナー　後援
・広島放射線治療チーム医療研究会　共催
・ 第 １１ 回 Neurosurgery  Upda te  i n 

Hiroshima　後援

会議の開催
広島県診療放射線技師会理事会　
・第 １回理事会　令和 5年 ６月24日（土）
　広島大学病院 臨床管理棟 大会議室
・第 2 回理事会　令和 5年 7月30日（日）　
　 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、Zoom

ミーティング
・第 3 回理事会　令和 5年１0月１5日（日）
　 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、Zoom

ミーティング
・第 4 回理事会　令和 5年１2月 9 日（土）　
　 広島大学病院 臨床管理棟 2 F 2 会議室、Zoom

ミーティング
・第 5 回理事会　令和 ６年 3月１0日（日）
　 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、Zoom

ミーティング
・第 ６回理事会　令和 ６年 5月2６日（日）
　 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、Zoom

ミーティング
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庶務報告

１ ）会員増減状況

会員種別 令和 5 年
4月 １ 日 増 減 令和 ６年

4月 １日

新入会 再入会 転入 計 退会 転出 除籍 死亡 計
名誉会員 0 0
正 会 員 79１ 34 4 １0 48 33 3 5 注） １ 42 797

　　注） 日本診療放射線技師会「入退会等会員籍の管理に関する規定」第１0条により 2年間の会費未納によ
り除籍扱いになった人数

2 ）

総会 令和 5年 ６月24日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 大会議室

研修会 第 １回 令和 5年 ６月24日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 大会議室

第 2回 令和 5年１0月 2 日 広島大学病院 凌雲棟R404講義室

第 3回 令和 ６年 １月１3日 TKP広島駅前大橋 ホール 5 A

第 4回 令和 ６年 2月１7日 脳神経センター大田記念病院 4階 大会議室

社会活動
レントゲン週間イベント 令和 5年１１月 5 日 シャレオ中央広場

理事会 第 １回 令和 5年 ６月24日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 大会議室

第 2回 令和 5年 7月30日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、
Zoomミーティング

第 3回 令和 5年１0月 5 日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、
Zoomミーティング

第 4回 令和 5年１2月 9 日 広島大学病院 臨床管理棟 2 F 2 会議室、
Zoomミーティング

第 5回 令和 ６年 3月１0日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、
Zoomミーティング

第 ６回 令和 ６年 5月2６日 広島大学病院 臨床管理棟 3 F 2 会議室、
Zoomミーティング

ソフトボール大会 令和 5年 ６月 4日 みよし運動公園

広島県診療放射線技師会誌 RT Journal 2 回発行

研修案内・お知らせ ６回発行

メールマガジン １5回発行

ホームページ更新回数 55回
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　令和 5 年度決算報告、令和 5年度監査報告は公益社団法人広島県診療放射線技師会のホーム
ページをご参照ください。
　https://hiroshima-rt.com/
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5 ）審議事項　諸規定改正（会費等納入規程）

　公益社団法人日本診療放射線技師会の会費納入規定において第１2条（その他の免除）として
4 項に、「会員が大学院に進学した場合は所定の手続きをすることにより，その在学期間に限
り減免の取扱を受けることができる.」と規定されている。本会の会費等納入規程には、これ
に該当する減免規定がない。
　それに対応するために、諸規定改正を行ったので審議をお願いいたします。
　改定内容：第 3章 会費免除

公益社団法人 広島県診療放射線技師会　諸規定改正（案）
令和 ６年 ６月１６日定位総会審議

改正案（変更後） 現行（変更前）
（免除）
第 ４ 条　名誉会員は会費をおさめることを要しない。
2 　会員で療養期間が 1 箇年以上にわたる者は、会費免除
の取り扱いを受けることができる。
３ 　育児休暇を取得した者は、会費免除の取り扱いを受け
ることができる。
４ 　大学院に進学した者は、会費免除の取り扱いを受ける
ことができる。減免の額は、年会費５，000円とする。
５ 　日本診療放射線技師会の３0年勤続表彰受賞者で10万円
を納入し、すでに日本診療放射線技師会の会費免除になっ
ている会員は、61歳になる年度より広島県の会費を納める
ことを要しない。
（免除申請）
第 ５ 条　前条第 2 項の規程に基づき、会費免除の取り扱い
を受けようとするものは、 1 箇年以上療養したことを証明
する証明書を添えて本会に申請するものとする。育児休暇
の場合はそれを証明するものを添えて本会に申請するもの
とする。
2 　前条第 ３ 項の規程に基づき、会費免除の取り扱いを受
けようとするものは、入学証明書の写しまたは履修証明書
を添えて本会に申請するものとする。

（免除）
第 ４ 条　名誉会員は会費をおさめることを要しない。
2 　会員で療養期間が 1 箇年以上にわたる者は、会費免除
の取り扱いを受けることができる。
３ 　育児休暇を取得した者は、会費免除の取り扱いを受け
ることができる。
４ 　日本診療放射線技師会の３0年勤続表彰受賞者で10万円
を納入し、すでに日本診療放射線技師会の会費免除になっ
ている会員は、61歳になる年度より広島県の会費を納める
ことを要しない。

（免除申請）
第 ５ 条　前条第 2 項の規程に基づき、会費免除の取り扱い
を受けようとするものは、 1 箇年以上療養したことを証明
する証明書を添えて本会に申請するものとする。育児休暇
の場合はそれを証明するものを添えて本会に申請するもの
とする。
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総　括

令和 5 年度は、早い段階で新型コロナウイルス
感染症が 5類に移行され、本会の事業は、日本診
療放射線技師会の会場型講習会等開催ガイドライ
ンを参考に安全を第一に考え、事業を進めて参り
ました。令和 ６年度においても引き続き研修等に
おいては、会場型とWebを併用した事業を継続・
発展させていきます。

令和 3 年 7 月 9日医政発0709第 7 号「臨床検査
技師等に関する法律施行令の一部を改正する政令
等の公布について」が厚生労働省医政局長より発
出され、診療放射線技師の業務範囲の見直しが行
われました。令和 ６ 年 4 月からは、「医師の働き
方改革」がスタートし、医師の長時間労働改善に
向けた取組みが核施設で検討されると考えます。
このことから診療放射線技師の業務拡大によるタ
スクシフト/タスクシェアが本格的に動きだすも
のと思われます。これを踏まえて、今年度も昨年
同様に最大受講者48名、合計 8回の告示研修（実
技研修）を開催します。本研修は令和 7 年度末
（202６年 3 月）で終了しますので計画的に受講予
定をお立てください。

広島県診療放射線技師会の事業は、基本となる
研修会を例年通り年間 4回開催いたします。他研
修会として、技能研修会である消化管撮影技術研
修会、エコー研修会（エコー塾）、MR研修会、
各支部単位の研修会を開催します。日本診療放射
線技師会からの委託研修として新人を対象とした
フレッシャーズセミナー、基礎技術講習会を本
会で実施いたします。支部活動の活性化として
Webを使用した各支部主催の研修会を 9 支部で
継続して実施して参ります。Webセミナーシス
テムを併用して多くの会員ならびに非会員の診療
放射線技師も参加いただけるように実施に向けて
計画したいと思います。

マネジメント研修会も主任・技師長など管理職
の能力開発・向上のために引き続き開催いたしま
す。医療関連団体等との交流や連携を継続するた

公益社団法人 広島県診療放射線技師会
令和６年度事業計画

めに関連学術団体、研究会のセミナー、イベント
の後援や支援にも積極的に協力していきます。
本会主催の活動として、本会ならびに診療放射

線技師の活動を一般の県民市民の方々に発信する
ために、市民公開講座やレントゲン週間イベント
（シャレオ中央広場等）を開催し、被ばく相談や県
民へのがん検診促進のための啓発活動を行います。

また、広島県主導の「がん検診へ行こうよ」推
進会議のキャンペーン活動、広島県医師会主導の
「2１世紀、県民の健康とくらしを考える会」、乳
がん検診の啓発のためにピンクリボン活動にも積
極的に参画していきます。

本会は、今年度に創立75周年を迎えます。創立
70周年記念の際には、コロナ感染症が本格的に拡
大した影響を受け、規模を縮小しての開催となり
ました。市民公開講座や記念式典などを開催して
参ります。多くの会員の参加をお願いいたします。

本会は以上の事業展開により診療放射線技師の
公益社団法人として基本となる事業運営していく
所存であり、会員の皆様方のご理解とご協力をお
願いいたします。

 以上

事業項目
１ ．公益目的事業
　　公 １． 体験活動・講演・相談等による県民へ

の知識の普及啓発事業
　　　　　 　体験活動・相談として公共のスペー

ス（シャレオ中央広場・予定）におい
てレントゲン週間イベントを１１月頃に
開催予定とする。被ばく相談、乳がん
検診の啓発活動、骨密度測定体験、各
種放射線医療のパネル展示、正しい医
療放射線の理解を啓発するパネル展
示、広島県「がん検診へ行こうよ」
キャンペーンのがん検診アピール、な
どを企画する。

　　　　　 　「2１世紀、県民のくらしを考える
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会」（広島県医師会）への参画協力を
予定する。ピンクリボン活動への参加
協力を予定する。

　　　　　 　創立75周年記念事業として市民公開
講座を 3 月頃に開催予定とする。ま
た、記念式典を開催し、広島県知事表
彰、広島県病院協会表彰、広島県診療
放射線技師会長表彰、創立75周年記念
祝賀会を行う。

　　公 2． 研修、セミナー等による放射線技術学
の向上のための研修事業

　　　　　 　学術向上のための研修事業として定
例の研修会、技能研修会ならびに告示
研修（令和 3 年厚生労働省告示第273
号研修）の開催を企画する。
【広島県診療放射線技師会研修会】
　第 １回　令和 ６年 ６月１６日（日）
　広島大学病院　
　第 2回　令和 ６年 9月１4日（土）
　広島大学病院
　第 3回　令和 7年 2月１１日（火・祝）
　福山市医師会館　
　第 4回　令和 7年 3月未定　
　学術大会（会員発表）、市民公開講座
　広島市内会場　

【マネジメント研修会】
　令和 ６年１１月頃　
　広島市立広島市民病院
【広島県放射線技師会消化管研修会】
　令和 ６年 7月頃　 １回開催予定
【エコー塾・ハンズオン研修会】
　令和 ６年１１月頃　 １回開催予定
【ＭＲ基礎研修会】
　令和 ６年 2～ 3月　広島大学病院　
【支部研修会】
　 9 支部（広島中央、北西山県、南東

安芸、西部、北部、呉、東広島、尾
三、福山）

　 主催の研修会を令和 ６年度内に開催
予定

【日本診療放射線技師会からの委託事業】
・フレッシャーズセミナー　
　令和 ６年 8月１8日（日）
　広島大学病院

・基礎技術講習会（検査）
　令和 7年 2月23日（日）
　広島大学病院
・ 令和 3 年厚生労働省告示第273号研

修（告示研修） 8回
　令和 ６年 ６月29日（土）、30日（日）
　広島大学病院
　令和 ６年 8月24日（土）、25日（日）
　広島大学病院
　令和 ６年１2月 7 日（土）、 8日（日）
　広島大学病院
　令和 7年 2月１5日（土）、１６日（日）
　広島大学病院

　　公 3． 放射線に関する情報を出版等により提
供を行う事業

　　　　　・会誌 2回発行（春・秋）
　　　　　・ ニュースレターまたはお知らせの発

行（ 3～ 4回）
　　　　　・ メールマガジンによる研修会等の情

報提供（１2回）
　　　　　・ ホームページによる情報提供・情報

公開（随時）

2 ．収益事業等
　　その他の事業
　　　他 １．会員に対する相互扶助事業
　　　　　　 　会員の慶弔（御祝、香典、電報、

花輪など）
　　　他 2．会員に対する表彰事業
　　　　　　　石井賞　　 １名
　　　　　　　槙殿賞　　 １名
　　　　　　　奨励賞　　 5名
　　　　　　　※ 該当者がいない場合は、表彰は

行わない（受賞者なし）場合が
あります。

3 ．関連団体との事業に参加・後援予定
・ 「がん検診に行こうよキャンペーン広島」

（広島県主催）に展示参加
・ 「2１世紀、県民の健康とくらしを考える

会」（広島県医師会主催）協賛
・ ピンクリボンキャンペーン活動広島への参

加協力
・広島医療情報システム研究会　後援
・ 日本医用画像情報専門技師主催セミナー　

後援
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・ 広島CT技術研究会　後援
・広島県医療情報技師会研修会　後援
・広島県臨床工学技師会学術大会　後援
・広島画像症例研究会　後援
・医用画像情報学会年次大会　後援
・中国ブロック理学療法士学会　後援
・Neurosurgery Update in Hiroshima　後援

４ ．会議の開催
広島県診療放射線技師会理事会
・ 第 １ 回理事会
　 ６ 月１６日（日）広島大学病院　臨床管理棟　

大会議室
・第 2 回理事会（予定）
　 7 月28日（日）広島大学病院　臨床管理棟　

3 F 2 会議室　
・第 3 回理事会（予定）
　 １0月１3日（日）広島大学病院　臨床管理棟　

3 F 2 会議室
・第 4 回理事会（予定）
　 １2月2１日（土）広島大学病院　臨床管理棟　

3 F 2 会議室
・第 5 回理事会（予定）
　 3 月 9 日（日）広島大学病院　臨床管理棟　

3 F 2 会議室
・第 ６回理事会（予定）
　 5 月25日（日）広島大学病院　臨床管理棟　

3 F 2 会議室
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令和 6 年 ４ 月 1 日から令和 7 年 ３ 月３1日まで（単位：円）

収支予算表（案）

科　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ一般正味財産増減の部
１経常増減の部
（ １）経常収益
１基本財産運用益
　基本財産受取利息 1，000 1，000 0
２ 受取会費
　会費収入 7，700，000 7，600，000 100，000
３ 事業収益
　会誌広告掲載収益 700，000 580，000 120，000
　研修事業収益 50，000 40，000 10，000
４ 受取補助金等
　広島県補助金収益 70，000 70，000 0
５ 雑収入
　受取利息 1，000 1，000 0
　JART受託収益 140，000 140，000 0
　雑収入 10，000 10，000 0
経常収益計 8，672，000 8，442，000 230，000
（ ２ ）経常費用
事業費
　給与手当 250，000 250，000 0
　福利厚生費 150，000 150，000 0
　旅費交通費 250，000 250，000 0
　通信運搬費 602，000 712，000 −110，000
　消耗品費 102，000 102，000 0
　印刷製本費 2，100，000 2，100，000 0
　賃借料 1，000，000 1，000，000 0
　諸謝金 900，000 700，000 200，000
　支払手数料 32，000 22，000 10，000
　表彰費 100，000 100，000 0
　支払会費 250，000 250，000 0
　支払負担金 30，000 0 30，000
　交際費 50，000 20，000 30，000
　会議費 50，000 20，000 30，000
　貸倒会費 50，000 0 50，000
　雑費 30，000 40，000 −10，000
7５周年記念事業
　福利厚生費 50，000 0 50，000
　旅費交通費 170，000 0 170，000
　消耗品費 260，000 0 260，000
　賃借料 350，000 0 350，000
　諸謝金 480，000 0 480，000
　広告費 680，000 0 680，000
　印刷製本費 360，000 0 360，000
　会議費 40，000 0 40，000
　雑費 10，000 0 10，000

管理費
　給与手当 100，000 100，000 0
　旅費交通費 300，000 350，000 −50，000
　通信運搬費 250，000 250，000 0
　消耗品費 100，000 300，000 −200，000
　修繕費（会計ソフト保守費） 80，000 80，000 0
　印刷製本費 50，000 0 50，000
　光熱水料費 60，000 60，000 0
　賃借料 50，000 70，000 −20，000
　地代家賃 792，000 792，000 0
　交際費 50，000 50，000 0
　会議費 50，000 50，000 0
　租税公課 30，000 30，000 0
　支払報酬料 600，000 600，000 0
　支払手数料 20，000 10，000 10，000
　支払保険料 20，000 0 20，000
　支払寄付金 50，000 100，000 −50，000
　雑費 20，000 20，000 0
7５周年記念事業
　旅費交通費 25，000 0 25，000
　印刷製本費 25，000 0 25，000
　消耗品費 50，000 0 50，000
　賃借料 150，000 0 150，000
　諸謝金 50，000 0 50，000
　会議費 10，000 0 10，000
　交際費 280，000 0 280，000
　雑費 10，000 0 10，000

経常費用計 11，568，000 8，578，000 2，990，000
評価損益等調整前当期経常増減額 −2，896，000 −136，000 −2，760，000
２ ．経常外収益の部
（ １）経常外収益 0
　　経常外収益計 0 0 0
（ ２ ）経常外費用 0
　　経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 −2，896，000 −136，000 −2，760，000
　他会計振替額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 −2，896，000 −136，000 −2，760，000
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令和 6 年 ４ 月 1 日から令和 7 年 ３ 月３1日まで（単位：円）

収支予算内訳表（案）

科　目 公益事業等会計 収益事業等会計 法人会計 合計予算額 内部取引
消去公　 １ 公　 ２ 公　 ３ 公益共通 小　計 その他 １ その他 ２ その他共通 小　計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１経常増減の部
（ １）経常収益
１基本財産運用益
　基本財産受取利息 ０ １，０００ １，０００ １，０００
３ 受取会費
　会費収入 9００，０００ １，４３０，０００ １，４３０，０００ 6４０，０００ ４，４００，０００ ２５０，０００ ２５０，０００ １４０，０００ 6４０，０００ ２，66０，０００ 7，7００，０００
４ 事業収益
　会誌広告掲載収益 7００，０００ 7００，０００ ０ 7００，０００
　研修会参加費収益 ５０，０００ ５０，０００ ０ ５０，０００
５ 受取補助金等
　広島県補助金収益 7０，０００ 7０，０００ ０ 7０，０００
6 雑収入
　受取利息 ０ ０ １，０００ １，０００
　JART受託収益 ０ ０ １４０，０００ １４０，０００
　雑収益 １０，０００ １０，０００ ０ １０，０００
経常収益計 9００，０００ １，５５０，０００ ２，１３０，０００ 6５０，０００ ５，２３０，０００ ２５０，０００ ２５１，０００ １４０，０００ 6４１，０００ ２，8０１，０００ 8，67２，０００
（ ２ ）経常費用
事業費
　給与手当 ２５０，０００ ２５０，０００ ０ ２５０，０００
　福利厚生費 ０ １５０，０００ １５０，０００ １５０，０００
　旅費交通費 １００，０００ １００，０００ ５０，０００ ２５０，０００ ０ ２５０，０００
　通信運搬費 ５０，０００ １５０，０００ ２００，０００ ２００，０００ 6００，０００ ２，０００ ２，０００ 6０２，０００
　消耗品費 ５０，０００ ５０，０００ ０ １００，０００ ２，０００ ２，０００ １０２，０００
　印刷製本費 １００，０００ ２，０００，０００ ２，１００，０００ ０ ２，１００，０００
　賃借料 6５０，０００ ３５０，０００ １，０００，０００ ０ １，０００，０００
　諸謝金 9００，０００ 9００，０００ ０ 9００，０００
　支払手数料 １０，０００ １０，０００ １０，０００ ３０，０００ １，０００ １，０００ ２，０００ ３２，０００
　表彰費 ０ １００，０００ １００，０００ １００，０００
　支払会費 ２００，０００ ５０，０００ ２５０，０００ ０ ２５０，０００
　支払負担金 ３０，０００ ３０，０００ ０ ３０，０００
　交際費 ４０，０００ １０，０００ ５０，０００ ０ ５０，０００
　会議費 ５０，０００ ５０，０００ ０ ５０，０００
　貸倒会費 ５０，０００ ５０，０００ ５０，０００
　雑費 １０，０００ １０，０００ １０，０００ ３０，０００ ０ ３０，０００
7５周年記念事業
　福利厚生費 ５０，０００ ５０，０００ ５０，０００
　旅費交通費 １7０，０００ １7０，０００ １7０，０００
　消耗品費 ２6０，０００ ２6０，０００ ２6０，０００
　賃借料 ３５０，０００ ３５０，０００ ３５０，０００
　諸謝金 ４8０，０００ ４8０，０００ ４8０，０００
　広告費 68０，０００ 68０，０００ 68０，０００
　印刷製本費 ３6０，０００ ３6０，０００ ３6０，０００
　会議費 ４０，０００ ４０，０００ ４０，０００
　雑費 １０，０００ １０，０００ １０，０００
管理費
　給与手当 １００，０００ １００，０００
　旅費交通費 ３００，０００ ３００，０００
　通信運搬費 ２５０，０００ ２５０，０００
　消耗品費 １００，０００ １００，０００
　修繕費（会計ソフト保守費） 8０，０００ 8０，０００
　印刷製本費 ５０，０００ ５０，０００
　光熱水料費 6０，０００ 6０，０００
　賃借料 ５０，０００ ５０，０００
　地代家賃 79２，０００ 79２，０００
　交際費 ５０，０００ ５０，０００
　会議費 ５０，０００ ５０，０００
　租税公課 ３０，０００ ３０，０００
　支払報酬料 6００，０００ 6００，０００
　支払手数料 ２０，０００ ２０，０００
　支払保険料 ２０，０００ ２０，０００
　支払寄付金 ５０，０００ ５０，０００
　雑費 ２０，０００ ２０，０００
7５周年記念事業
　旅費交通費 ２５，０００ ２５，０００
　印刷製本費 ２５，０００ ２５，０００
　消耗品費 ５０，０００ ５０，０００
　賃借料 １５０，０００ １５０，０００
　諸謝金 ５０，０００ ５０，０００
　会議費 １０，０００ １０，０００
　交際費 ２8０，０００ ２8０，０００
　雑費 １０，０００ １０，０００
経常費用計 ３，３００，０００ １，96０，０００ ２，２１０，０００ 6２０，０００ 8，０9０，０００ １５５，０００ １０１，０００ ０ ２５6，０００ ３，２２２，０００ １１，５68，０００
評価損益等調整前当期経常増減額 −２，４００，０００ −４１０，０００ −8０，０００ ３０，０００ −２，86０，０００ 9５，０００ １５０，０００ １４０，０００ ３8５，０００ −４２１，０００ −２，896，０００
２ ．経常外収益の部
（ １）経常外収益 ０ ０ ０ ０
　　経常外収益計 ０ ０ ０ ０
（ ２ ）経常外費用 ０ ０ ０ ０
　　経常外費用計 ０ ０ ０ ０
　当期経常外増減額 −２，４００，０００ −４１０，０００ −8０，０００ ３０，０００ −２，86０，０００ ３8５，０００ −４２１，０００ −２，896，０００
　他会計振替額 ０ ０ ０ ０ ０ ０
　当期一般正味財産増減額 −２，86０，０００ ３8５，０００ −４２１，０００ −２，896，０００



ヘルスケア営業部 03 -5764 -3403 
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https://www.eizo.co.jp

NEW

CTやMRIのモノクロ画像と、3D画像解析や
核医学のカラー画像の混在表示に対応

・2メガピクセル高輝度カラーモニター
・モノクロとカラーをハイブリッド表示
・輝度を一時的に最大化し、細部を見やすく表示する
　Instant BackLight Booster新機能搭載

遠隔画像診断サービス DICOM画像プラットフォーム
医療支援クラウド「LOOKREC」は、医用画像
をクラウド上にアップロードし、リアルタイム
に共有できるプラットフォーム。医師と医師、
医療機関や地域を繋ぎ、医師や医療従事者
の遠隔でのチーム医療を実現します。さらに、
保存機能を活用し、クリニックでは PACS に
替えて診療業務での利用も可能です。

一般診療から健診・ドックまで、11人の常勤放
射線診断専門医が丁寧に読影します。画像や
報告書のやりとりはLOOKRECで業務のデジ
タル化が可能。迅速に読影結果を返却できま
す。健診、ドックにおいては、専用のビューワや
レポートシステムを用いており、医療機関様の
運用に合わせてアウトプットします。

https://mnes-lookrec.com/

オンラインカンファレンス地域医療連携

COVID-19 対策

放射線科医のテレワーク 多施設共同研究

スポーツ選手の画像管理

広島本社

東京オフィス

お問合せ

〒734-0023　広島市南区東雲本町�-�-��

〒105-7508　東京都港区海岸�-�-�　東京ポートシティ竹芝オフィスタワー �F

https://mnes-lookrec.com/p-s/contact

LOOKRECの活用事例を公開中！
右のQRコードを読み取ってアクセスください
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マグネスコープ、Magnescopeはゲルベ・ジャパン株式会社の登録商標です。

Magnescope
meglumine gadoterate

2022年6月作成
MSG2206L1

ゲルベ・ジャパン株式会社
東京都千代田区麹町6丁目4番6号
http://www.guerbet.co.jp/

製造販売元

処方箋医薬品注)

注）処方箋医薬品:注意－医師等の処方箋により使用すること
 効能・効果、用法・用量、警告、禁忌（原則禁忌を含む）および
 使用上の注意等の詳細につきましては、添付文書をご参照ください。

薬価基準収載

ガドテル酸メグルミン注射液



大切な時間、命を守るために。

SAVING YOU TIME 
WHILE YOU SAVE
LIVES.
That's Intelligently E�cient.

GEヘルスケアでは、テクノロジーが医療従事者の皆様のより良いパートナーとして機能するよう、そのインテリジェンスに着目して開発を進めています。
革新的な製品やデータ分析・ソフトウェアサービスを通じて、予防から診断、治療、予後の管理まで効果的にサポートし、患者さんが求める医療を提供できるよう最善を尽くします。
詳しくは、gehealthcare.co.jpをご覧ください。

JB03484JA

見て、診る、
医療と
ともに。
GEヘルスケアファーマは

日々患者さんに寄り添う

医療従事者の皆様から

信頼されるパートナーとして

ヘルスケアの無限の

可能性を追求し

より良い社会を実現します

東京都港区高輪 �-��-��

製造販売元

Rev.�.� ����/�� �F・� (MKT·SW)  V�C��  JB�����JA
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Philips Spectral CT 7500は全てのスキャンに
スペクトラル情報を付加した超高速検査を提供します

Together, we make life better.

Every patient.
Every scan.

Spectral CT 7500
全身用X線CT診断装置
販売名：スペクトラル　CT 7500
医療機器認証番号：303AFBZX00042000
設置管理医療機器／特定保守管理医療機器
管理医療機器

記載されている製品名などの固有名詞は、Koninklijke Philips N.V.または
その他の会社の商標または登録商標です。
©2022 Koninklijke Philips N.V.

製造販売業者
株式会社フィリップス・ジャパン
www.philips.co.jp/healthcare



撮影と透視、
一部屋で。
検 査 室 の 効 率 的 な 運 用 を 実 現 。

低 被 ばく 。な の に 、高 画 質 。

検 査 は だ れも が 快 適 に 。

●CALNEO、CALNEO Beyond、CALNEO Flow、DCE、Virtual Grid、Virtual Gridロゴ、Hydro AG、Hydro AGロゴは富士フイルム株式会社の登録商標です。
●FUJIFILM、および FUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。 販売名：X線透視撮影装置 CALNEO Beyond　医療機器認証番号：第305ABBZX00007000

A5横モノクロ （W210×H297）





編集後記

昨年末に、新型コロナウイルス感染症が「 2 類相
当」から「 5 類感染症」に引き下げられた後、初の
海外へ行ってきた。行き先はアメリカ・シカゴ、
RSNA2023（北米放射線学会）へ参加した。前回参加
したのはちょうど 4 年前、20１9年の事であり、新型コ
ロナ感染症が世界的に猛威を振るったのは、帰国して
間もなくであった。

4年ぶりに渡米して、まず驚いた事は、噂には聞い
ていたが、誰一人マスクをしていない事であった。到
着後、マスクをしていた我々一行は、周りの人から見
れば、奇妙な団体に見えたに違いない。
そして、次に驚いたのが、これも噂に聞いていた

が、物価の違いであった。
今回は円安（渡米時１50円）とアメリカのインフレ

とのダブルパンチで、日本との価格差に何かを買う度
に頭で計算し、一旦、躊躇するばかりだった。
物価を表す指数としてビッグマック指数というもの

があるが、セットで約１0ドル（１500円）であった。渡
米前から多少覚悟していたので、まぁそんなものかと
踏みとどまったが、都市や場所が変われば、値段が一
変する。会場でサラダ、サンドイッチ、コーヒーで40
ドル（６000円）払ったと、参加していた知人に聞いた
時には、唖然とした。しかも、たいして美味しくもな
いとなれば、なお更ショックだ。私も会場で昼食にピ
ザを購入したが、一切れ 9 ドル（１300円）で、店員さ
んにAnything else?（他に何かないですか？）と問わ
れたが、ドリンクは持参のペットボトルの水を飲んだ
事は言うまでもない。
帰りの経由地ロサンゼルス空港内は更に高く、サン

ドイッチが20ドル（3000円）、ペットボトルのコーラ
が 4 ドル（６00円）であった。アフターコロナ後、再
びインバウンドが増加しているが、外国人観光客から
みれば、日本は安くて美味い国である事を認識した旅
となった。（T. T）

皆さんICLSコースという蘇生講習をご存じでしょ

うか。ICLSコースは医療従事者のための蘇生トレー

ニングコースで、特に突然の心停止に対する最初の１0

分間の対応と適切なチーム蘇生を習得することを目標

としています。当院勤務の救急医を中心にコメディカ

ルのインストラクターやインストラクターを目指すア

シスタントでコースを運営しており、私もインストラ

クターとして参加しています。受講は院内のみならず

地域の医療施設にも呼び掛けをしています。私自身は

業務拡大に伴う統一講習会でBLSを学んだ事がきっか

けですが、検査中の急変時対応やコーチングスキルの

向上、他職種と繋がりが持てるなど様々なメリットを

感じ益々のめりこんでいます。コースは １日がかりで

ややハードではありますが、シミュレーターを用いた

蘇生の疑似体験もでき充実した内容となっています。

ICLSで検索すると開催予定一覧などのリンクが出て

きますので興味のある方はぜひご参加ください。

 （K. T）
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